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各発行者記号は以下のとおりである。 

 

 

記号 発行者名 記号 発行者名 

Ａ 東京書籍株式会社 Ｉ 光村図書出版株式会社 

Ｂ 大日本図書株式会社 Ｊ 株式会社帝国書院 

Ｃ 開隆堂出版株式会社 Ｋ 株式会社新興出版啓林館 

Ｄ 学校図書株式会社 Ｌ 日本文教出版株式会社 

Ｅ 株式会社三省堂 Ｍ 株式会社大修館書店 

Ｆ 教育出版株式会社 Ｎ 株式会社文教社 

Ｇ 株式会社教育芸術社 Ｏ 株式会社光文書院 

Ｈ 一般社団法人 信州教育出版社 Ｐ 株式会社Ｇａｋｋｅｎ 



「選定に必要な資料」の観点は以下のとおりである。 

  

１ 
内容、程度、

分量等 
記述された内容、程度が、児童の発達の段階に適合しているか。また、分量が適切であるか。 

２ 
教材の選択や

構成等 
取り上げられた教材の選択や構成は、学習を効果的に進めるために適切なものになっているか。 

３ 
興味・関心へ

の配慮等 
児童が興味・関心をもって学習できるように工夫されているか。 

４ 

教科の特性、

県の実態や課

題への適合等 

各教科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。 

５ 

各教科等及び

実生活との関

連についての

工夫 

各教科等における資質・能力との関連や、実生活へ生かせる工夫が盛り込まれているか。 

６ その他 観点１～５にあてはまらない内容やその他特筆すべき事項 

総括 

 

観点１～６及びその他についての記述や感性を育む要素などを総合したその教科用図書の全体的な特徴等 

 

 



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○５・６年では、中学
校への移行を考慮し、
また、自主的・主体的
に既習事項を確認しや
すくするため、分冊で
はなく１冊の教科書で
対応している。
○１年上では、スター
トカリキュラム対応期
の教材として､カラフ
ルな紙面で構成されて
いる｡また、ページの
数字も大きく表記され
ている。
(1年上p.1-29)

○４月を学習の基盤作
りの期間として重視
し、対話、情報の扱
い、音読、ノート作
り、図書館活用を単元
の中に位置付けてい
る。
(3年上p.10,14,26,30)
○物語の次に関連図書
案内や感想文の書き方
を、説明文の次に事実
と考えの違いや相手を
意識した意見文の書き
方の学習が配列されて
いる。
(5年p.204,228)

○読み物教材では単元
冒頭の挿絵や写真を大
きくすることでインパ
クトをもたせ、内容へ
の興味・関心を高める
工夫がある。(4年下
p.8)
○「新聞記事を読み比
べよう」では、東京オ
リンピックにおける同
世代の日本選手の活躍
をとりあげ、児童の興
味・関心につなげて比
較できるよう工夫され
ている。
(5年p.94)

○「地域のみりょくを
伝えよう」では、自分
が住む町の魅力を調査
し記事にすることで、
ふるさと教育の視点や
郷土への親しみ、誇り
につながる内容になっ
ている。(5年p.58)
○高学年では、資料と
の関連を意識した教材
を多く掲載し、複数の
情報を読む力をつけ、
生きて働く読解力をつ
ける工夫がなされてい
る。
(5年p.216)

○「はたらく人に話を
聞こう」では、学校で
働く人にインタビュー
する言語活動が設定さ
れ、生活科の町探検の
活動との関連が図られ
ている。(2年上p.34)
○「インターネットの
投稿を読み比べよう」
や「インターネットは
冒険だ」の単元を通し
て、現代社会における
メディアリテラシーを
獲得する内容になって
いる。
(6年p.90,5年p.46)

○読書単元「○年生の
本だな」では著名人の
読書に関するエッセイ
を載せるなど、読書へ
の興味・関心を高める
工夫がなされている。
(4年上p.108)
○文字習得でつまずき
やすい特殊音節や助詞
の学習上の負担を軽減
できるよう、「多層指
導モデルMIM」を取り
入れている。
(1年上p.58)

○２年以上は、単元の
始めに「見通す」「取
り組む」「ふり返る」
の３段階で「学習の流
れ」が示されている。
「見通す」では、単元
で身に付ける言葉の力
が提示され、学習計画
に活用できるよう工夫
されている。(5年p.8)
○600本近いデジタル
コンテンツ(うち動画
106本)、2000問以上の
Web問題が準備され、
教材理解につながる支
援がなされている。
(5年p.6)

F

○全学年で分冊を採用
することで軽量化さ
れ、内容が複雑・高度
化する高学年において
も、ゆったりとした読
みやすい紙面構成と
なっている。
○読解のポイントの焦
点化や挿絵の配置など
配慮をしたうえで、計
26ページの読み応えの
ある物語「雪わたり」
をとりあげている。(5
年下p.36)

○「この間に何があっ
た？」では、文字では
なく写真から違いを読
み取る学習活動を通し
て、プログラミング的
な思考も含めて考えを
広げたり、言語化した
りできるよう工夫され
ている。(2年下p.20)
○説明文については、
「書くこと」に加えて
「話すこと・聞くこ
と」とも関連させるな
ど、論理や情報を生か
す工夫がされている。
(5年下p.90,104)

○伝記を読み、内容を
説明したり、自分の生
き方について考えたり
する学習では、2024年
からの紙幣デザインの
一人である津田梅子を
とりあげている。(6年
下p.95)
○「まんがの方法」で
は、身近な漫画の手法
を通して読み手の理解
につなげる効果や工夫
に着目し、自分の考え
を表現するための工夫
について考えられるよ
うに配慮されている。
(5年下p.90)

○「ちいきの行事」で
は、調べて発表する言
語活動が設定され、具
体的な行事やそれに携
わる人々の思いや願い
に触れることができる
内容となっている。
(3年下p.74)
○「強く心にのこって
いることを」では、伝
えたい出来事につい
て、時間の流れや気持
ちを「始め・中・終わ
り」に整理し、自分の
言葉で文章を書く学習
過程を重視している。
(3年下p.98)

○「『生きものクイ
ズ』でしらせよう」で
は、生活科と関連を図
り、見つけた生きもの
について調べ、クイズ
を作り、知らせ合う言
語活動が設定されてい
る。(2年上p.62)
○「わたしたちの絵文
字」では、その前の説
明文の学習を生かし、
学校生活で絵文字を活
用することについて友
達と話し合う活動が設
定されている。
(3年下p.22)

○「ごじゅうおん」で
は、色調とバランスだ
けでなく、形でも区別
しやすいよう配慮され
ており、五十音表を読
む際の負担感を軽減で
きるよう工夫されてい
る。(1年上p.40)
○「くらしを便利にす
るために」「『便利』
をさがそう」では、バ
リアフリー、手話、点
字などをとりあげ、多
様化する社会の理解に
つなげる内容になって
いる。(4年下p.82)

○巻頭の「○年生で学
ぶこと」では、何を学
び、どのような国語の
力が身につくのか系統
的に示され、一年間の
学習の見通しと学んだ
ことをどこで生かすの
かも具体的に示されて
いる。(3年下p.4)
○単元末の手引きは見
開き２ページで、上段
に学習の流れ､下段に
児童の反応が示され、
単元全体の流れを具体
的に見通せるよう工夫
されている。(3年下
p.52)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

（国語）　No.１

－
1
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

Ｉ

○５・６年では、中学
校への移行を考慮し、
また、自主的・主体的
に既習事項を確認しや
すくするため、分冊で
はなく１冊の教科書で
対応している。
○「すきなこと、なあ
に」では、自分が話し
たことを文章に書く活
動を設定することで、
架け橋期における書く
ことへの抵抗が軽減で
きるよう工夫されてい
る。(1年上p.80)

○２年以上の「きせつ
のことば」では、季節
に関する語句や詩、文
章がイラストとともに
掲載され、季節感を味
わえるよう工夫されて
いる。(5年p.44)
○「帰り道」「友情の
かべ新聞」など、魅力
的な物語をとりあげ、
児童が多様な解釈に触
れることができるよう
工夫されている。
(4年下p.65,6年p.25)

○言語に関する特設単
元「言葉について考え
よう」では、統一キャ
ラクターが登場し、漫
画形式で言葉に親しみ
やすくなるよう工夫さ
れている。
(6年p.217)
○「カンジーはかせの
都道府県の旅」では、
漢字の書き取りだけで
なく、各都道府県の特
産や名物、文化に関心
を高め、愛着や誇りを
もてる内容になってい
る。(4年上p.50)

○地域に伝わる民話や
神話として「いなばの
白うさぎ」が紹介さ
れ、地域の文化に関心
を高め、愛着や誇りを
もつことにつながる内
容になっている。
(2年上p.62)
○「言葉の宝箱」で言
葉を分類して語彙力を
高めたり、「図を使っ
て考えよう」で図やグ
ラフ等情報資料の利点
や活用を学んだりする
ことで、情報活用能力
の育成につながるよう
工夫されている。(6年
p.309-312)

○「みの回りのものを
読もう」「ポスターを
読もう」では、看板や
ポスターをとりあげ、
身近な生活の中にある
情報や伝え方を扱って
いる。(2年上p.118,3
年上p.124)
○「こんな係がクラス
にほしい」では、学級
の身近な課題に取り組
み、対話することの価
値を実感することで、
コミュニケーション能
力の育成が図られるよ
う工夫されている。
(3年上p.122)

○一年間の目標を巻頭
に配置し、巻末の「○
学年をふり返って」で
は、一年間で身につい
た力を文字化して、今
後の学習に見通しがも
てるように配慮されて
いる。
(5年p.17,250)
○２年以上の上巻冒頭
に「ことばのじゅんび
うんどう」が設定さ
れ、学級づくり、仲間
づくりにつながる内容
がとりあげられてい
る。
(2年上p.14)

○単元冒頭に問いを引
き出す発問を載せ、一
人ひとりの問いを目標
へつなぐことで、子ど
もの「問い」から学習
が始まる主体的な学び
の実現を図っている。
(5年p.36)
○説明文では、「れん
しゅう」と主教材の２
教材で段階的に学んだ
り、「読むこと」で学
んだことを「書くこ
と」につないだりし
て、情報を読み、活用
する力が高まるよう工
夫されている。
(3年上p.53,下p.43)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（国語）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○全学年半紙と同じ比
率のB5変型判で、紙面
構成や配色が統一され
ており、どの部分に何
が書かれているか捉え
やすいよう工夫されて
いる。(6年p.10-11)
○低学年では始筆や終
筆の位置を星印、丸印
で示し、始筆や終筆を
意識して練習できるよ
うに工夫されている。
(1年p.6,2年p.12)

○表紙裏の目次やイン
デックスに学習事項を
置き、系統性や既習事
項を確認できるよう工
夫されている。
(3年表紙裏p.1)
○全学年掲載の「学び
を生かそう」では、読
み手を想定した学習を
設定し、一年間の学習
を生かせるよう工夫さ
れている。(3年p.40-
41,5年p.36-37)

○１・２年ではイラス
トをふんだんに使った
ページを取り入れ、親
しみを感じながら楽し
く学ぶことができるよ
う工夫されている。(1
年p.37,2年p.36)
○巻頭で日常の課題解
決につながる流れを漫
画で示し、目的意識を
もって学ぶことができ
るよう工夫されてい
る。(2年以上)

○「文字といっしょ
に」では、浜田市の石
州半紙の作り方、隣県
の熊野筆の作り方・筆
職人の思いをとりあげ
ている。
(3年p.18,57)
○マークや吹き出しに
よって対話的な学習を
促す設問が示され、伝
え合う学習ができるよ
う工夫されている。(3
年以上)

○２年以上の「生活に
広げよう」では、「れ
んらくちょう」や「実
験記録」を教材にし、
他教科や実生活で活用
できるよう工夫されて
いる。(2年p.15,3年
p.26-27)
○他教科等の学習と関
連のある教材にはリン
クマークをつけ、教科
横断的な視点から学習
に取り組めるよう工夫
されている。(4年
p.24-25,6年p.38-39)

○左利きと右利きの鉛
筆の持ち方の写真を示
したり、練習用書き込
み欄を左右に設けたり
して、利き手の違いに
配慮している。(1年
p.4-5,6年p.12)
○授業や家庭学習で活
用できるよう、導入等
で活用できるアニメー
ションと毛筆の運筆動
画等を閲覧できる二次
元コードを配置してい
る。(6年p.20-21)

○一単元に一つの「書
写のかぎ」を置き、２
年以上はその一覧を巻
末に掲載して、学習の
ポイントを確認できる
よう工夫されている。
(4年p.10-11,5年p.42-
43)
○「しょしゃの学び
方」に合わせて見開き
２ページで紙面を構成
し、学習の流れが捉え
やすいよう工夫されて
いる。(2年p.2-3)

F

○全学年B5判で、右
ページに単元名と文字
のみを、左ぺージにポ
イントを配置してい
る。(3年p.24-25,5年
p.12-13)
○巻頭に授業の様子や
手書き文字のカラー写
真を置き、学びをイ
メージできるよう工夫
されている。
(全学年p.1)

○１年では「ますめの
なかのかくところ」を
教材としてとりあげ、
小さく書く文字の位置
を確認しやすいよう工
夫されている。
(1年p.18)
○「あこがれ」では、
見開き２ページにわた
り、筆先の写真やポイ
ントによって、ひらが
なの書き方が丁寧に説
明されている。(5年
p.27-29)

○友達の名前や好きな
俳句など、学びを生か
して自分の選んだ言葉
を書けるよう促してい
る。
(1年p.23,3年p.39)
○３年の毛筆の導入で
は、漫画や写真で毛筆
を学習する意義を説明
することにより、児童
の学習意欲が高まるよ
う工夫されている。(3
年表紙裏p.1)

○３年以上では筆圧を
３段階に分け数字と図
で分かりやすく示した
り、朱墨を大きく配置
したりすることによ
り、運筆を捉えやすい
ように工夫されてい
る。(3年p.25)
○「書いてつたえ合お
う」では伝え合う学習
との関連を図ることが
できる内容になってい
る。(3年p.48-49,4年
p.47-48)

○「レッツ・トライ」
では、習得した書写の
力を他教科等で使う学
習を示し、関連を図る
ことができるよう工夫
されている。(2年
p.26,5年p.30-35)
○「知りたい文字の世
界」では、生活とのつ
ながりから文字文化へ
の興味・関心を高める
よう工夫されている。
(5年p.11,6年p.23)

○「しょしゃのたいそ
う」では、見開き２
ページで点画の書き方
を示し、運筆を確認で
きるよう工夫されてい
る。(1年p.45-46,2年
p.10-11)
○「はってん」では、
先の学年の学習への興
味・関心や見通しがも
てるよう工夫されてい
る。(2年p.41,6年
p.44)

○「学習の始めと終わ
りに書こう」では、硬
筆での「ためし書き」
と「まとめ書き」によ
り、変容を確かめられ
るよう工夫されてい
る。(3年p.16-17)
○全学年で１ページ内
の情報量を多くして、
書く時のポイントを詳
しく丁寧に説明してい
る。(3年p.16-17)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（書写）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
3
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

I

○全学年半紙と同じ比
率のB5変型判で、１年
と３年には「スタート
ブック」を付け、イラ
ストや写真を多用しな
がら新しい学びについ
て分かりやすく説明し
ている。(1年,3年)
○「たいせつ」では、
学習のポイントを端的
かつ視覚的に示し、巻
末にもまとめることに
より、学習の焦点化と
系統性への工夫がなさ
れている。(5年
p.16,p.30-31)

○文字や文を比較し、
どちらが良いか考える
教材では、「理由も合
わせて考えよう」と投
げかけている。
(3年p.42,4年p.26)
○６年「書写ブック」
では、小学校で学んだ
内容を確かめ、学習や
日常生活で主体的に生
かせるよう工夫されて
いる。
(6年p.21-28)

○猫のキャラクターに
よって点画や筆遣いな
どの課題解決のヒント
が示され、児童が親し
みをもちながら主体的
に学べるよう工夫され
ている。(2年p.24-
25,3年p.28-29)
○「私の文字」では著
名人の文字とメッセー
ジを紹介し、自分の文
字を肯定的に捉えて学
ぶ意欲につながるよう
に工夫されている。(6
年p.44)

○「しょしゃたいそ
う」や「せいりたいそ
う」により、書写の際
の集中や姿勢の大切さ
を捉えられるように工
夫されている。(1年
p.4-5)
○「やってみよう」で
は、地域を題材とした
教材を設け、読み手を
意識して書写の学びを
活用することができる
ように配慮されてい
る。(4年p.30-31)

○国語教材と一体化し
た教材や、全学年の
「ことば」により、国
語科や生活との関連を
図ることができるよう
工夫されている。(3年
p.24,4年p.25)
○「よこ書きの書き
方」、「めざせ！新聞
記者」では、他教科等
との関連を図ることが
できるよう工夫されて
いる。(2年p.20,5年
p.24-25)

○全学年でSDGsに関連
した情報をとりあげて
いる。(4年p.21)
○「ねらい」と「学習
の進め方」を下部にま
とめて示し、学習の流
れやポイントを児童も
教師も具体的に捉える
ことができるよう工夫
されている。(5年
p.20-21)

○全学年とも１ページ
当たりの情報量を少な
くし、ポイントを絞っ
て説明するようにして
いる。(3年p.18-19)
○学習の進め方を「考
えよう」、「確かめよ
う」、「生かそう」に
絞り、写真と囲みで行
うことを示すことで、
児童が主体的に取り組
めるよう工夫されてい
る。
(3年p.10-11,5年表紙
裏-p.1)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（書写）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
4
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○「まなびのポイン
ト」により、授業でど
のような活動を行えば
よいかが分かりやすく
示してある。(3年
p.10)
○社会科の「見方・考
え方」が、キャラク
ターのイラストで示さ
れており、児童に分か
りやすい形になってい
る。(3年p.11)

○３・４年では、古く
から残る建造物や地域
の伝統的な文化などを
調べる学習を設け、地
域に対する誇りと愛情
をもつことができるよ
う工夫されている。(3
年p.34,4年p.96-103)
○「市のうつりかわ
り」を表す３つの絵が
見開きに収められてお
り、今と昔の様子につ
いて比較しやすいよう
配慮されている。(3年
p.116-117)

○学習場面に応じて、
個別でも協働でも活用
できる多様なデジタル
コンテンツが用意され
ており、学習への興
味・関心を高められる
よう工夫されている。
(4年p.131)
○「いかす」場面で
は、学習したことを活
用して社会的な事柄に
参画したり提案発信し
たりする学習活動が紹
介されている。
(3年p.114-115)

○４年「きょう土の伝
統・文化と先人たち」
では、松江城の取り壊
しの危機を救った人々
のことや松江城を活か
したまちづくりの事例
がとりあげられてい
る。(4年p.128-129)
○６年「今に伝わる室
町文化」では、雪舟が
島根県を訪れたことが
記載されている。(6年
歴史編p.58)

○「教科関連マーク」
で、他の教科との関連
が明示されており、教
科横断的な視点から学
習に取り組むことがで
きるよう配慮されてい
る。(4年p.142)
○「○○さんの話」を
紙面や動画で設け、仕
事や社会活動にかかわ
る人の姿をとりあげ、
共感的に人の生き方に
学ぶことができるよう
工夫されている。(5年
上p.101)

○４年の表紙には「津
和野町の子鷺踊り」
が、６年では「石見銀
山」がとりあげられて
いる。(6年歴史編
p.73)
○５・６年の教科書
は、２分冊構成されて
おり、６年は政治・国
際編、歴史編と資料内
容が充実するとともに
重量負担にも配慮され
ている。

○学習段階がわかるよ
うに「つかむ」「調べ
る」「まとめる」「い
かす」という言葉が各
ページに記載されてい
る。(6年政治・国際編
p.24-34)
○「まとめる」場面で
は多様な表現活動を示
し、習得した知識の定
着と調べたことをもと
に考えを表現すること
ができるよう工夫され
ている。(6年歴史編
p.74)

F

○全学年教科書巻頭に
「社会科で使う見方・
考え方」の解説ページ
があり、キャラクター
が「見方・考え方」の
働かせ方のヒントを語
る形になっている。(3
年p.5,21)
○全学年巻頭の「社会
科の学習を広げる」
に、ICTの活用例が、
写真やイラスト、動画
で紹介されている。(4
年p.2-3)

○「自分で調べて考え
る」では、児童が資料
を選んで「ポイント」
を手がかりに読み取
り、個に応じた主体的
な学びを促す配慮がさ
れている。(5年p.41)
○歴史年表は、開くと
古代から現代まで見え
る形になっている。ま
た、裏面にイラスト
マップが掲載されてい
る。(6年p.74-76)

○６年の歴史学習の
ページには、従来あっ
た白黒写真をカラー化
した画像資料があり、
学習意欲を高める工夫
がされている。(6年
p.220)
○デジタルコンテンツ
(まなびリンク)が示さ
れた所では、動画視聴
やクイズができ、興
味・関心を高める工夫
がされている。(4年
p.10)

○５年「日本の国土と
わたしたちのくらし」
では、竹島が島根県で
あること、韓国が不法
占拠していること等、
特設ページに記載され
ている。(5年p.17-18)
○６年「私たちの暮ら
しを支える政治」で
は、人口減少をめぐる
課題解決の例として松
江市のコミュニティバ
スの事例が記載されて
いる。(6年p.44)

○３年の巻頭では生活
科からの接続を生かせ
る特設ページがあり、
社会科への関心や期待
が高まるよう配慮され
ている。(3年p.4)
○３年「わたしたちの
市の歩み」では、初め
に「かわる道具とくら
し」が位置づけられて
おり、経験や体験を
伴った学習から扱うよ
うな内容となってい
る。(3年p.130)

○５年「自動車の生産
にはげむ人々」では感
染症の蔓延に伴う産業
の課題についてとりあ
げられている。(5年
p.133)
○３年の巻末では「わ
くわく社会科ガイド」
のページがあり、調べ
方やまとめ方が例示さ
れている。(3年p.164)

○「次につなげよう」
で次時の問いが想起で
きるようになってお
り、単元を通した追究
ができるよう工夫され
ている。(3年p.145)
○全学年の巻頭で「学
習内容」だけでなく、
「追究の過程」を振り
返るページがあり、自
らの学び方について考
えられるよう工夫され
ている。(6年p.6)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（社会）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
5
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

L

○社会科の学習の進め
方を３つのインデック
ス「問題を発見する
力」、「問題を追究・
かいけつする力」、
「問題をほりさげ、よ
りよい未来をつくる
力」で例示し,見通し
をもって学習に臨める
ように配慮されてい
る。(3年p.2)
○文章を正確に読み取
れるように、本文を３
つの役割に分けて示し
ている。(6年p.16)

○ごみ処理の大切な工
程の説明や、大分市の
「３きり運動」の紹介
により、児童が生活の
中で具体的な取組を想
像しやすいよう工夫さ
れている(4年p.40-
43,48)
○歴史年表の中に「自
分の年表をつくってみ
よう」というコーナー
が設定されている。(6
年巻末)

○47都道府県について
のすごろくがデジタル
コンテンツとして設定
してあり、都道府県の
位置や名称、特色に親
しむことができるよう
工夫されている。(4年
p.8)
○学習する過程で新た
に出た疑問を「さらに
考えたい問題」として
例示し、各単元の学び
がさらに深まるよう工
夫されている。(5年
p.263)

○隠岐国から都に送ら
れた税の荷札が掲載さ
れており、郷土の歴史
に関心を向けられるよ
う工夫されている。(6
年p.94)
○大正時代の自由と権
利を求める動きについ
て、山田孝野次郎や平
塚らいてうの訴えを大
きくとりあげてあり、
人権・同和教育の学習
として活用しやすいよ
うな内容となってい
る。(6年p.191)

○６年の「新しい日本
の歩み」の単元では日
本や国際社会を取り巻
く課題として、新型コ
ロナウイルスの事例が
とりあげられている。
(6年p.192,225)
○３年の資料は棒グラ
フが未習でも読み取る
ことができるよう、絵
グラフで表示されてい
る。(3年p.33)

○SDGsを通して日本や
世界の諸課題への意識
を高められるよう、解
決するための取組が全
学年で32箇所設けられ
ている。
○４年「日本の都道府
県を旅してみよう」で
は、都道府県の名称と
位置が学習できるペー
ジが設定されている。
(4年p.8-13)

○学習問題について考
えを表現する例が紹介
されており、児童が
ノートを活用し、深い
学びが実現できるよう
配慮されている。(4年
p.64-65)
○多面的な思考や理解
へ高める学習となるよ
う「深め合い」活動が
漫画形式で設定されて
おり、主体的・対話的
で深い学びができるよ
う工夫されている。(4
年p.70-71)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（社会）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
6
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○全102ページの構成
で、1/100万の地図の
他に、４つの大都市圏
では1/50万の地図で土
地利用にのみ焦点を当
てた地図表現を取り入
れている。
(p.23,31,39,43)
○３年生からの使用に
対応するため、地図の
きまりや地図帳の使い
方を全８ページまんが
仕立てにしている。
(p.7-14)

○資料地図は、多様な
テーマの主題図が大き
く表現され、様々な特
徴を考えることができ
るように整理された見
やすい構成となってい
る。(p.69-76)
○「日本の歴史」で
は、日本と世界のでき
ごとの関連を考えなが
ら日本の歴史について
学習できるように構成
されている。(p.77-
80)

○学習内容と関連した
４つのデジタルコンテ
ンツがあり、地図と実
際の映像で土地利用の
様子を確認することが
できるようになってい
る。(p.35,42,48,51)
○土地の高さが陰影を
なくした明るい色合い
で表現されている。土
地利用について、畑、
牧草地の多い地域に
は、地図記号が掲載さ
れている。(p.51)

○竹島について、地図
内には竹島の拡大地図
と写真が併記されてお
り、男島と女島の二つ
の島で構成されている
ことがよくわかるよう
になっている。(p.25)
○日本の自然災害につ
いて考察できるよう日
本列島全体の災害地図
を配し、活火山として
三瓶山の名が記されて
いる。(p.98)

○「日本の自然災害」
では、日本列島の地図
内に近年の台風・大
雨・洪水の被害が大き
かった場所が記されて
いる。(p.97-99)
○「アフリカ」では多
様な動物、「ヨーロッ
パ」では様々な料理を
紹介しながら、地図と
実生活の知識や文化が
関連するよう工夫され
ている。(p.60,62)

○「日本の伝統文化」
では、歴史的景観や祭
り、食文化が掲載され
ており、国や各地の文
化を理解することに役
立っている。(p.81-
82)
○北極海やオセアニア
を示した地図を配して
世界を大観できる工夫
がされている。
(p.55,65)

○地形のようすの表現
は、陰影をなくした明
るい色合いとなってい
る。視覚的に理解しや
すくなるよう、イラス
トや写真、俯瞰図を多
用して工夫している。
○資料地図のページで
は、多様なテーマの主
題図を大きく表現し、
学習のねらいを明確に
して理解しやすいよう
に表記している。
(p.69-76)

J

○全132ページの構成
で、日本の地方別に見
る地図は、土地の高低
と土地利用による色分
けを組み合わせて視覚
的に内容を捉えやすい
地図表現となってい
る。
○児童の発達の段階を
配慮して、３年生にも
読み取りやすい地図か
ら、４年生以上向けの
地図まで、学年ごとに
使い分けができる工夫
をしている。

○「広く見わたす地
図」→日本の各地方を
見る地図→世界の地図
と配列し、発達の段階
に応じて活用度の高い
使用学年の配列になる
よう配慮している。
(p.21-30)
○「江戸時代の結びつ
き」では、歴史的な語
句と位置を確認できる
他に、学習に活用でき
る参勤交代や江戸を
テーマにした地図が掲
載されている。
(p.55,69)

○47都道府県のデジタ
ル地図では、地形や産
業など８つの主題図を
簡単に表示することが
できる。また、児童が
興味・関心に応じて選
択できる豊富なデジタ
ルコンテンツがある。
(p.33-80)
○地形のようすを、土
地の高さによる色分け
とカラーレリーフを組
み合わせて表現してい
る。(p.33-80)

○竹島について、中国
地方のページの拡大図
で位置を示しながら
「日本の領土とそのま
わり」では、写真と解
説で紹介している。
(p.31-32,39)
○石見銀山について
は、中国地方の地図で
位置を表している他
に、「日本の世界遺
産」をまとめたページ
で紹介している。
(p.127)

○「日本の自然災害と
防災」では、事例と防
災・減災への取組が記
され、防災意識をもち
自分の行動を考えるこ
とができるように工夫
されている。(p.101)
○持続可能な社会の実
現に向けたSDGsの特設
ページが設けられ、各
地の取組や課題につい
て理解できるようにし
ている。(p.125)

○世界の州別地図やア
メリカ合衆国の地図に
は、自然や文化などの
特徴を表したイラスト
を掲載している。
(p.93)
○二次元コードには地
図とともに全ての世界
遺産のカラー写真が掲
載されており、視覚的
に理解することができ
る。(p.127)

○全体的に学習の段階
を意識した構成となっ
ており、導入期の３年
生での利用を意識した
ページが位置付けられ
ている。学年の発達の
段階に応じて、内容の
質と情報量が適切な地
図や資料となってい
る。(p.21-30)
○地形のようすが捉え
やすくなるように、立
体感のある地図表現に
している。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（地図）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
7
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○記述や展開は、授業
の展開や児童の思考の
流れを想定し、発達の
段階に応じて図や発
問、吹き出しを設け、
児童が考える部分を残
しながら進めることが
できるようになってい
る。(3年下p.54)
○「算数のしあげ」
は、問題の後に学習内
容をまとめたものが記
載されており、内容を
振り返りながら復習で
きるよう工夫されてい
る。(6年p.197)

○「単元プロローグ」
では、対話を通して単
元全体の課題を見出し
てあり、対話をしなが
ら解決する活動を想起
させる工夫がされてい
る。
○３年「三角形と角」
の学習では、同じ直径
の円の半径を用いた三
角形を複数集め、その
共通点を探す構成にす
ることで、対話が生ま
れる工夫がされてい
る。(3年下p.85)

○「オープニングムー
ビー」では、日常生活
から課題意識をもち、
学習への興味・関心を
ひきつける工夫がされ
ている。(3年以上全20
本)
○身近なものと比較し
ながら１㎡や１㎥を実
感できるように、
AR(拡張現実)を使える
工夫がされている。(4
年下p.68,5年上p.26)

○「今日の深い学び」
を設定し、論理的思考
力や数学的な表現力を
さらに高められるよう
にしている。(6年
p.127-129)
○単元中盤から終盤に
かけては、吹き出しや
補助発問を段階的に減
少させ、児童がそれま
でに培った資質・能力
を発揮し問題解決する
機会を創出するよう工
夫されている。(全学
年)

○「いかしてみよう」
は、単元の学習で大切
にした数学的な見方・
考え方を振り返り、生
活や次の学習へ生かそ
うとする態度を養うこ
とができるよう工夫さ
れている。(2-6年)
○「私と算数」では、
世界レベルで活躍する
人と算数との関わりを
知ることにより、算数
の身近さや有用性を味
わい、意欲が高まるよ
う工夫されている。

○複式の年間指導計画
が立てやすいように関
連する内容の単元を同
時期に実施できるよう
配置されている。(5年
小数のかけ算,6年分数
のかけ算)
○１年「なんじなんぷ
ん」の学習では、時計
を大きく示し、操作し
て学習できるように付
録として針を付属する
工夫がされている。(1
年②p.109)

○「オープニングムー
ビー」、「単元プロ
ローグ」を設定するこ
とで、学習への興味・
関心をもって取り組め
るような工夫がされて
いる。(4年下p.14)
○単元中盤から終盤に
かけては、身につけた
資質・能力を活用して
問題を解決する力を培
うような工夫がされて
いる。(4年下p.21)

B

○２年以上の教科書が
１冊で構成されてお
り、振り返りや学び直
しがしやすいよう配慮
されている。
○ページの左側に、問
題をつかむ場面、自分
で考える場面など、課
題解決の過程ごとにタ
グがついており、ス
ムーズに学習ができる
よう工夫されている。
(2年p.25)

○児童に意識させたい
数学的な見方・考え方
を「算数の大切な考え
方」としてまとめ、問
題によって使い分ける
様々な見方・考え方を
「ひらめきアイテム」
として掲載している。
(2年以上p.11)
○巻頭で「算数の学び
方」を提示し、話合い
の基本となる話し方、
聞き方を学年に応じた
形で示す工夫がされて
いる。(2年以上p.8,9)

○「ふくろう先生のな
るほど算数教室」を設
定し、おもしろい算数
の問題や話題に触れる
ことで、算数の興味・
関心が高まるよう工夫
されている。(3年以
上)
○単元の導入は導入デ
ジタルコンテンツに
よって動的に見ること
ができ、興味・関心を
高められるよう工夫さ
れている。

○「じっくり深く学び
合おう！」では、協働
的な学びを通し、自分
の考えを図や式、文章
などで表現する活動が
できるようになってい
る。(6年p.37)
○「読み取る力をのば
そう」では、低学年か
ら全国学力調査などで
課題とされている読解
力、表現力、活用力を
高められるよう工夫さ
れている。(全学年)

○「おうちで算数」で
は、家庭との連携を図
り、学習したことを家
庭での生活にも生かせ
るように促す工夫がさ
れている。(1-3年)
○「新しい学習がはじ
まるよ」では、導入の
場面において、他教科
や実生活との関連が図
られるよう工夫されて
いる。(4年
p.120,190,212)

○「プログラミングに
ちょうせん」を１年生
から設定し、２年生以
上ではアンプラグドプ
ログラミングとビジュ
アルプログラミングの
教材を取り入れる工夫
がされている。
○めあてに対応するま
とめを「発見！」とし
て掲載し、児童の言葉
で学習を振り返れるよ
うになっている。

○「ひらめきアイテ
ム」や「タグ」によ
り、数学的な活動で働
かせる見方・考え方や
問題解決の過程を児童
が確認しながら学習を
進められるようになっ
ている。(2年p.11,53)
○「じっくり深く学び
あおう！」では、数学
的に表現し伝え合う活
動を通して、深い学び
の実現が図られてい
る。(6年p.37)
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
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D

○既習事項を想起し、
それを基に解決の方法
を考えたり、答えの見
積もりをしたりできる
よう吹き出しを有効に
活用している。(2年上
p.55)
○６年に別冊をつけて
いる。小学校の内容を
振り返るとともに、中
学校の内容の一部に触
れられるようになって
おり、中学校の学習へ
のスムーズな接続に配
慮されている。

○パチンナンバーゲー
ムをとりあげること
で、学級で自然とやり
取りが生まれ、整数に
ついて対話をして考察
できる工夫がされてい
る。(5年上p.60)
○単元末の演習問題
「できるようになった
こと」で基本の確認が
でき、「まなびを生か
そう」で活用の力をつ
けることができるよう
構成されている。

○算数の学びに特に重
要だと考えられる９つ
の「見方・考え方」を
９体の「考え方モンス
ター」とキャラクター
化し、教科書を開きな
がらつねに「考え方モ
ンスター」を見ること
ができるよう工夫され
ている。
○単元の導入は漫画の
ような形式で示されて
おり、学習意欲が高め
られるよう工夫されて
いる。(4年下p.33)

○全国学力調査の正答
率が低い内容や、児童
がつまずきやすい内容
を「算数パトロール
隊」で確認できるよう
になっている。(4年下
p.73)
○「図や表を使って問
題を考えよう」では、
問題解決にあたって、
図や表などをよりよく
活用し系統的に学習が
できるよう工夫されて
いる。(3-6年)

○「算数をつかって」
のコーナーでは、SDGs
との関連を図るだけで
なく、自己評価として
パフォーマンス評価が
できるよう工夫がされ
ている。(3年下p.71)
○「もっと算数」の
「深めよう」では、学
んだことを使って、生
活の中の問題を解決し
ようとする態度を育て
ようとしている。

○表紙は、日常生活に
あるものと小さい人形
を一緒に写すことで、
算数が身近に感じられ
るよう工夫されてい
る。
○２年上から６年別冊
までの「○年生で見つ
けた見方・考え方」を
つなげて１枚のマップ
にすることができ、見
方・考え方の連続性と
系統性を視覚的に捉え
られるよう工夫されて
いる。

○「考え方モンス
ター」により、問題解
決において働かせる数
学的な見方・考え方を
意識して学習を進めら
れるようになってい
る。(3年下p.162)
○「算数をつかって」
では現代の課題を算数
を用いて考え、さらに
パフォーマンス評価を
することで自分との関
わりについて振り返る
工夫がされている。(3
年下p.71)

F

○単元の間に「つなが
るミカタ」が掲載され
ており、働かせる見
方・考え方を顕在化
し、問題解決の場面で
活用できるよう工夫さ
れている。
○巻末に「学びのマッ
プ」が掲載されてお
り、分からない箇所や
関連する内容を振り返
りやすいよう工夫され
ている。

○「算数ワールド」で
は、「ロボットレー
ス」や「ドッジボール
のコートをかこう」な
ど、題材によって対話
する必要性が出る工夫
がされている。(2年上
p.117,3年下p.104)
○問題解決の楽しさを
味わいながら、学習の
進め方や学ぶ態度を学
級で共有できるように
授業開きの特設教材が
用意されている。

○単元のまとめでは、
４コマ漫画でどのよう
な数学的な見方・考え
方を働かせたかについ
て楽しく振り返りがで
きるよう工夫がされて
いる。
○表紙では、各学年の
学習内容と関連するイ
ラスト、それにまつわ
る「さんすうアニメ」
を二次元コードからア
クセスできるよう工夫
がされている。

○学年始めの単元で
は、授業モデルを掲載
し、問いをつなげる展
開を学びのサイクルに
位置付ける工夫がされ
ている。
○学年末「算数を使っ
て考えよう」では、全
国学力調査をふまえ、
学習したことを総合的
に活用する問題を掲載
し、情報の読み取り、
関連づけ、批判的考察
につながるよう工夫さ
れている。(2-6年)

○単元末「学んだこと
を使おう」では、算数
の学習と日常の場面を
つなげ、問題を解決す
ることで「使える」学
力になるよう工夫され
ている。(2-6年)
○最後のページには、
下学年は「算数見つけ
た！」のコーナー、上
学年はコラムが掲載し
てあり、生活と算数を
つなげる工夫がされて
いる。

○かけ算のきまりを
「交かんのきまり」
「分配のきまり」な
ど、数学の用語を用い
て定義している。(3年
上p.16,18)
○４年以上の「広がる
算数」では、算数の学
習と現実世界とをつな
げる探究的な教材を掲
載し、算数を実生活で
活用できるよう工夫さ
れている。

○単元末の漫画では、
数学的な見方・考え方
を振り返り、「学びの
マップ」では、学習内
容の系統性が確認でき
るようになっている。
(5年p.188,300)
○数学の用語を用いた
定義づけにより、数学
的な表現を理解し、活
用する力を培うよう工
夫されている。(3年上
p.16)
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K

○各単元において、身
近な題材や既習の内容
から導入し、児童の思
考の流れに沿ったス
モールステップの構成
となっている。(3年上
p.96-101)
○学習到達度に合わせ
て振り返りができるよ
うにデジタルコンテン
ツは全ての学年を選ぶ
ことができるように
なっている。

○めばえ・めあて・ま
とめの構成により、気
付きからめあてをもっ
て学習に向かい、まと
めたことから次時の課
題をもつというサイク
ルの学習となるよう工
夫されている。
○「面積」では、底辺
と高さの関係を見つけ
られるよう直角三角形
から導入して、三角形
や平行四辺形に移行し
ていく構成となってい
る。(5年p.135)

○二次元コードからア
クセスできるデジタル
コンテンツが多く、
「よくあるまちがい」
や発展的な内容まで、
目的に応じてICTを利
用できる。
○表紙は立体的な楽し
さを感じられるよう工
夫されている。また、
タブレットを活用して
同じような位置を探す
ことで、よりよい学び
への興味が高まるよう
にしている。

○「算数の学しゅうの
すすめ方」では、学び
方のモデルが示されて
おり、探究的な学びが
進められるようになっ
ている。(2年上p.4-7)
○「見方・考え方を深
めよう」では、数量の
関係や問題の条件に着
目して解決する文章題
を扱い、思考力を育成
するための工夫がされ
ている。(2-6年)

○「未来へのとびら」
では、算数で学んだ知
識や考え方を深め、仕
事に役立てている人の
姿を知ることで、子ど
も達自身の学びを未来
へと広げるための工夫
がされている。(6年
p.230)
○仁摩サンドミュージ
アム、雲州そろばん、
出雲大社が掲載されて
おり、島根に関連した
教材となっている。(3
年下p.61,98,4年下
p.19)

○全ての主問題で、二
次元コードから「解説
動画」の視聴ができ、
災害時などの休校時に
おいても学びの保障が
できるようになってい
る。(1年p.30)
○夏休みの前に自由研
究のコーナーを設け、
見方・考え方を深める
活動を例示し、探究活
動の楽しさに触れられ
るよう工夫されてい
る。

○めばえ・めあて・ま
とめの構成により、問
題発見及び問題解決の
過程のサイクルによる
学習が進められるよう
になっている。(6年
p.106)
○二次元コードからア
クセスできるデジタル
コンテンツが豊富で、
目的に応じたICT活用
が促進されるように
なっている。(6年
p.143)

L

○数学的な見方・考え
方が明記されており、
見通しを立てたり筋道
を立てて論理的に思考
したりするための着眼
点となっている。(3年
上p.128)
○練習→わかっている
かな→たしかめよう、
といった段階がわかり
やすい構成となってお
り、つまずきの発見や
基礎的・基本的な内容
の定着を図るように
なっている。(4年上
p.22-24)

○ペア対話のモデルを
イラストと吹き出しで
提示することで、ペア
対話を促そうという工
夫がされている。(4年
下p.48)
○「ひょうとグラフ」
の単元では、１年生へ
のプレゼントを題材と
することで、２年生に
進級した児童の必要感
にせまる工夫がされて
いる。(2年上p.12)

○「次の学習のため」
のコーナーでは、二次
元コードからヒントと
答えにアクセスするこ
とができ、家庭学習で
も前学年までの内容を
復習できる工夫がされ
ている。
○テーマごとにまとめ
られた話題から、興
味・関心に応じて課題
を選択して学習が進め
られるようになってい
る。

○「自分でみんなで」
では、数、式、図など
さまざまな表現方法を
用いた説明を学ぶこと
ができる。(2年下
p.47-49)
○子どもがつまずきや
すい内容について「ま
ちがいやすい問題」と
して掲載し、全国学力
調査において正答率が
低い問題を重点的に取
り扱っている。(5年
p.239)

○「使ってみよう」で
は、学習したことを生
活の場面に生かし、算
数の楽しさや意義を実
感できるよう工夫され
ている。
○「算数ジャンプ」で
は、他教科(家庭科
「一汁三菜の献立を考
えよう」)や日常生活
(水の節約)とも結び付
けた総合的な算数の問
題をとりあげる工夫が
されている。(6年
p.142,196)

○５、６年の教科書に
は教科担任制を想定
し、学びの現在地を示
すスピン(しおりひも)
をつける工夫がされて
いる。
○１年「かずやかたち
でたのしく」では、幼
児期の活動と算数のつ
ながりが絵本仕立てで
描かれている。学習へ
の期待と安心感を抱け
るようになっている。
(1年①p.1-13)

○各単元及び巻末の構
成が学習の到達度を把
握しやすいものとなっ
ており、基礎的・基本
的な内容の定着を図る
ようになっている。(6
年p.251)
○「算数ジャンプ」で
は、他教科(家庭科
「一汁三菜の献立を考
えよう」)や日常生活
(水の節約)とも結び付
けた総合的な算数の問
題をとりあげる工夫が
されている。(6年
p.142,196)
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A

○内容が精選され重量
と１ページの情報量の
両面において児童への
負担を軽減するよう配
慮している。(3年
p.177,4年p.201,5年
p.169,6年p.201)
○どの学年も「理科の
学び方」のページがあ
り、問題解決学習の流
れを、分かりやすいよ
うに示す工夫がされて
いる。(各学年p.4,
p.5)

○「水のゆくえ」で自
然界の水のゆくえを学
習し、「水のあたたま
り方」「水のすがたと
温度」を学習する流れ
が、児童の思考に合っ
ている。(4年
p.92,142,158)
○「植物のからだとつ
くり」では、ポットに
植えられたホウセンカ
の根を傷つけない観察
の仕方を、二次元コー
ドで確認できるよう工
夫されている。(3年
p.39)

○「動物のからだのは
たらき」では臓器ごと
の図が詳しく配置さ
れ、それに関連した実
験や仕組みの説明が見
開きに掲載してある。
(6年p.31,33,39)
○「電気と私たちのく
らし」では、MESHを用
いたプログラミング学
習が記載されており、
電気の効率的な利用を
考える内容となってい
る。(6年p.149)

○プログラミングの仲
間分けのアルゴリズム
を磁石につくものと電
気を通すもののまとめ
に活用しプログラミン
グの思考を使ってい
る。(3年p.147)
○「流れる水のはたら
き」では、島根県の斐
伊川の写真を含め、全
国各地の河原の様子を
掲載し、特徴を整理す
る学習の仕方が示され
ている。(5年p.76)

○各単元末の「理科の
世界たんけん部」では
単元で学習した科学的
事象に合わせて生活に
身近な事象の解説があ
り、生活と理科を結び
つける工夫がされてい
る。(3年p.117)
○「電流のはたらき」
では、電気自動車につ
いて１ページ紹介して
あり、今後さらに普及
していくことを伝える
内容となっている。(4
年p.49)

○実験によって、結果
が記録しやすいよう、
教科書に記入できるよ
うになっている。(4年
p.41,5年p.130)
○二次元コードを利用
した学び方の紹介をし
たページがある。ま
た、指導者や保護者へ
の注意喚起をする内容
も記載されている。(5
年p.5)

○写真が見やすく、特
に「変わり続ける大
地」では特徴的な地層
や地震の前後のちがい
が分かる写真が大きく
豊富である。(6年
p.108,110,113,118)
○デジタルコンテンツ
には、実験の方法、話
合いの例など掲載し、
繰り返し視聴すること
で、学習に向かいやす
いよう工夫されてい
る。(6年p.201)

B

○各学年巻末の「理科
の学びに役立てよう」
の中に15～24ページの
分量をとって記録の整
理の仕方や実験機器の
使い方、学年のまと
め、次年度で学ぶこと
などがまとめられてい
る。(6年p.208)
○どの学年にも理科の
学び方のページがあ
り、問題解決学習の流
れが分かりやすいよう
工夫されている。(各
学年p.2,3)

○「わたしたちの体と
運動」では、簡単な模
型を作ることで、腕が
動く仕組みや構造を児
童が理解しやすいよう
工夫されている。(4年
p.117)
○「流れる水のはたら
きと土地の変化」で
は、平常時と増水時の
川の様子が見開き２
ページで比較しやすい
ように工夫されてい
る。(5年p.80)

○「電池のはたらき」
では、直列、並列つな
ぎをスイッチで切り替
える回路が紹介され、
より深い学びになるよ
う工夫されている。(4
年p.37)
○「人やほかの動物の
体のつくりとはたら
き」では、「中学校で
学ぶこと」などの発展
的な内容にも触れられ
ており、興味・関心が
高まるよう工夫されて
いる。(6年p.50)

○特徴的な地層の参考
例として、山口県萩市
のホルンフェルスが掲
載され、身近な地域の
地層を紹介することで
児童への興味・関心を
促している。(6年
p.232)
○「しりょう りかの
たまてばこ」では、科
学館や博物館へ行って
みるよう促す記載があ
り、学習をさらに発展
させることができるよ
う配慮されている。(3
年p.48)

○「じしゃくのふし
ぎ」では、小学６年生
児童の発明をとりあ
げ、身近な生活に役立
つものを作るという児
童の興味・関心を引き
出している。(3年
p.172)
○「ものの燃え方」の
「りかのたまてばこ」
では、豊かな生活を支
える燃料について触
れ、公害や環境保全な
どについて考えられる
よう示している。(6年
p.18)

○「人のたんじょう」
では、胎児や子宮の様
子についての産婦人科
医師の説明がウェブサ
イトで視聴できる。(5
年p.162)
○問題発見や考察の場
面では、理科の見方に
つながる着目点を示
し、児童自身で問題を
見いだせるようにして
いる。(5年p.115)

○身近な材料を用いた
実験が紹介され、児童
が事象に気づきやすい
工夫がされていたり、
新しい実験機器、用具
が紹介されていたりす
る。(3年p.81)
○どのページも見やす
い配置や色使いになる
よう工夫されている。
また、デジタルコンテ
ンツが豊富で、個別最
適な学びがしやすいよ
う工夫されている。(3
年p.67)
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等
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      生活との関連に
      ついての工夫
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D

○単元冒頭では「でき
るようになりたい」資
質・能力を掲載し、単
元末では、学習を通し
て「できるようになっ
た」資質・能力の振り
返りができよう配慮さ
れている。(4年
p.7,15)
○各学年とも学年別の
働かせたい考え方、
「比べる」「関係づけ
る」「条件をそろえ
る」「いろいろな方向
から考える」が、明示
されている。(各学年
p.4,5)

○「人の体のつくりと
運動」では、自分の腕
や手の曲がるところを
触りながら記録するこ
とで、児童の思考を深
める工夫がされてい
る。(4年p.179)
○「人や動物の体」の
「もっとしりたい」で
は、人間の他に、呼吸
をする動物をイラスト
や動画付きで紹介し、
学びに広がりをもたせ
るような構成になって
いる。(6年p.36)

○「流れる水のはたら
き」では、インター
ネットでの調べ方も掲
載されているため、自
分たちの地域の川の流
れの様子を調べること
ができるよう工夫され
ている。(5年p.99-
100)
○「食物を通した生物
どうしの関わり」で
は、食物連鎖の図の中
に、ヒトも描かれてお
り、自分たちもその一
端であることが示され
ている。(6年p.68)

○実験器具の使い方の
ページでは、一連の作
業を細かく分け、確認
できるようにしたり、
二次元コードを読み取
ることで動画を視聴で
きるようにしたりする
工夫がされている。(5
年p.186-187)
○「火山の噴火と地
震」では、砂岩と泥岩
の地層に、出雲市の写
真が掲載されており、
児童が身近に感じられ
る題材となっている。
(6年p.153)

○全学年の巻末の「考
えよう調べよう」に
て、図書館の活用の仕
方が掲載され、思考を
さらに深めるよう配慮
されている。(3年
p.174,4年p.193,5年
p.180,6年p.220)
○各単元末にある
「もっとしりたい」で
は、水中で音を聞く際
の水中スピーカーにつ
いてとりあげるなど、
生活との関連に興味が
わくよう工夫されてい
る。(3年p.94)

○６年「火山の噴火と
地震」では、児童が日
頃から自らの地域や防
災について考えること
ができるよう配慮され
ている。(6年p.148-
150)
○各学年の裏表紙に
は、SDGsの17の目標が
掲載されており、単元
別に当てはまる項目が
分かりやすく示されて
いる。

○表紙見返しには、科
学者の言葉、「科学者
を知ろう」では、科学
者の功績を掲載するこ
とで、学びへの意識、
興味がわく構成になっ
ている。(3年表紙見返
し,p.167)
○どの学年も、単元末
の「もっとしりたい」
に、身近に感じられる
事象や探究したくなる
事柄が紹介されてお
り、深い学びに繋がる
よう工夫されている。
(5年p.76-77)

F

○初めて理科を学ぶ３
年生には、生活科と理
科の違いが漫画で説明
され、理科の学習への
意識付けがされてい
る。(3年p.2)
○３年「見つけよ
う」、４年「予想しよ
う・計画しよう」、５
年「計画しよう」、６
年「結果から考えよ
う」と、学年別で問題
解決場面において育て
たい力を明示してい
る。(4年p.46)

○単元導入で「学習前
の○○さん」単元末の
「学習後の○○さん」
を掲載することで、学
習前後の成長が実感で
き、次の学びに向かう
力になるよう配慮され
ている。(5年p.61,
72)
○「ものの温度と体
積」では、水、空気、
金属の体積の変化を調
べるために、条件
(60℃の湯)を同じにす
ることで児童の思考の
流れに沿った展開と
なっている。(4年
p.128-141)

○「人や他の動物の
体」では、実際の内臓
の大きさが見開きで表
され、体に当ててイ
メージしやすいように
なっている。(6年
p.42-45)
○「こん虫の世界」で
は、昆虫について調べ
る際に、図書館で図鑑
を使って調べるだけで
なく、「Webずかん」
でも調べられるよう、
二次元コードが掲載さ
れている。(3年p.78)

○「季節と生き物」で
は、昆虫や鳥の観察に
ついて、どのように記
録すればよいか明確に
示し、通年で活動でき
るように工夫されてい
る。(4年p.15)
○「電気の利用」で
は、学びを広げるため
に、プログラミングに
ついて詳細に紹介さ
れ、複数のプログラミ
ングの活動が体験でき
るよう工夫されてい
る。(6年p.187-191)

○「科学のまど」が単
元末に設定され生活と
学習内容のつながりを
意識させている。高学
年ではSDGsの目標に対
応している内容を記号
で明示している。(6年
p.202-209)
○全学年の巻頭に「自
分たちの考えを伝え合
い、学び合おう」を掲
載し、国語科で学んだ
力を活用できるよう表
現の仕方を紹介してい
る。(全学年p.5)

○各学年で初めて使う
実験用機器の使い方が
巻末にまとめられ、安
全かつ正確に実験がで
きるように配慮されて
いる。(6年p.211-214)
○「水溶液」では、リ
トマス紙の変化に色名
や境界線を表示し、色
覚多様性への配慮がな
されている。(6年
p.158)

○前学年の学びを「○
年で学んだこと」にま
とめられており、課題
解決の流れがわかるよ
うに実験、観察、資料
調べなど何をするのか
が明確にされている。
(4年p.2,3)
○全学年の巻頭には、
国語科、巻末には算数
科との関連が明示され
ており、他教科で学ん
だことを活用できる構
成となっている。(3年
p.5,185)
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H

○単元の導入で、既習
事項「思い出そう」と
大きく示した写真を関
連付けながら、児童が
問題を見いだし、学習
に取り組む工夫がなさ
れている。(5年p.50)
○実験や観察の様子を
実際に児童が書いたよ
うな書体やスケッチが
用いられており、児童
がワークシートを書く
ときに、イメージをも
ちやすい配慮がなされ
ている。(3年p.51)

○身近な植物を用いる
ことで、葉のでんぷん
を調べる際、児童が主
体的に学べるよう配慮
されている。(6年
p.46-49)
○「日なたと日かげを
くらべよう」の導入で
は、プール学習やこれ
までの生活体験を想起
させるような内容に
なっている。(3年
p.40)

○「種子の発芽」で
は、実験とは別に、も
やし作りに挑戦するこ
とで、身近な事物・現
象や多様な追究方法に
ついて、興味・関心を
もって学習できるよう
工夫されている。(5年
p.30)
○「とじこめた空気と
水のせいしつ」では、
「しりょう」で、身近
にあるであろうエアー
ポットをとりあげ、興
味・関心が高まるよう
工夫されている。(4年
p.32)

○「生き物のくらし」
では、見開きページで
４か所の定点写真を掲
載し、四季の変化を比
較できるような紙面構
成がとられている。(4
年p.10,60,96,146)
○「植物のからだとは
たらき」では、根から
水を取り入れているか
どうか条件を変えて実
験した様子が分かりや
すく示されている。(6
年p.53)

○「種子の発芽」で
は、単元末に学習した
ことを生かし、身近に
ある砂糖などを用いて
調べ、日常生活との関
わりを深められる構成
となっている。(5年
p.33)
○「花がさいた後の植
物をしらべよう」の
「しりょう」では、ト
マトやナスといった身
近な植物の花や実を写
真で紹介し、興味・関
心を高める工夫がされ
ている。(3年p.83)

○実験結果やまとめ
は、字の大きさやフォ
ントを変え、児童に必
要な情報が伝わるよう
工夫されている。(6年
p.149-152)
○「こん虫の体を調べ
よう」では、頭、胸、
腹の割合が昆虫によっ
て異なることが、分か
りやすく示されてい
る。(3年p.73-74)

○各学年の目次に、そ
の学年で行う観察や栽
培の時期が記載されて
いるため、見通しを
もって取り組むことが
できる構成になってい
る。(3年p.2-3)
○児童が協力し合って
実験をしたり観察した
りする様子が分かる写
真が多く使われてお
り、どのように実験・
観察を行ったらいいの
か想起しやすいよう示
してある。(6年p.103)

K

○わくわく理科という
教科書名にもあるよう
に単元の最初に理科の
楽しさが分かるような
写真で興味を引き、探
究意欲を高めようとし
ている。(6年p.1)
○単元導入では「はじ
めに考えよう」、単元
末では「もう一度考え
よう」と同じ問いを再
考することで、単元の
前後で学びの深まりを
確認できるよう配慮さ
れている。(5年p.33-
49)

○学びのサイクルを見
つける、調べる、まと
めるとして明示し、結
果を次ページに配置す
ることで、児童が主体
的に学習に取り組める
よう配慮されている。
(6年p.4)
○「ふりこのきまり」
では、意識的に理科の
見方・考え方を働か
せ、対話的な学びとな
るよう、吹き出しの中
に見方・考え方マー
カーを引く工夫がされ
ている。(5年p.124-
132)

○巻末にある「植物た
んけんシート」、「こ
ん虫たんけんシート」
は、野外活動に携帯で
きるようにしてあり、
生き物観察に興味がも
てるよう工夫されてい
る。(3年巻末)
○「発電と電気の利
用」では、実験をサ
ポートする二次元コー
ドがついており、児童
が主体的に実験できる
よう配慮されている。
(6年p.179)

○「大地のつくりと変
化」では、山陰海岸の
写真や隠岐のジオパー
クがとりあげられ、身
近な地域の地層に興味
をもてるようにしてい
る。(6年p.149)
○「ヒトや動物の体」
での実験では、容器を
個別化したり、容器と
綿棒の取扱いについて
記載されたり、感染症
対策への配慮がされて
いる。(6年p.29)

○各学年の巻末「資料
室」に「算数のまど」
が設定され、算数の技
能を用いてデータ処理
等をする手立てが示さ
れている。(3年
p.180,4年p.194,5年
p.186,6年p.210)
○各単元末に「活用し
よう」を設定し、学習
したことを日常生活の
事象と結びつけて思考
できる工夫が取り入れ
られている。(4年
p.48)

○「発電と電気の利
用」では、プログラミ
ングのシミュレートを
通して、エネルギー資
源の有効利用について
考えることができる。
(6年p.183)
○「くらしとリンク」
では、働く人へのイン
タビューで、理科の学
びに加えキャリア教育
の視点からも配慮がさ
れている。(3年p.107)

○各学年の巻末「資料
室」に「算数のまど」
が設定され、算数との
関連が丁寧にとりあげ
られており、実験の結
果の集計がきちんとで
きるように配慮されて
いる。(5年p.186)
○全学年、導入から計
画、実験サポート、ま
とめまでICTを効果的
に活用して学びが深ま
る構成となるよう工夫
されている。(5年
p.123-134)
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A

○「保護者の皆様へ」
としてスタートカリ
キュラムの意義や内容
についての説明があ
る。また、「幼児期の
終わりまでに育ってほ
しい姿」の主な例が示
されている。(上p.1-
13)
○「やくそく」という
場面が右上に例示して
あり、生活の中で、具
体的に考えることがで
きるよう工夫されてい
る。(上p.65)

○探検計画書やまちた
んけんマップなどの書
き方の例が掲載され、
見通しをもって学習に
取り組むための工夫が
されている。(下
p.25,29)
○植物の育ちや校庭や
町の様子を季節で比較
しながら繰り返し紹介
することで、気付きの
質を高め、学習を深め
ることができるように
構成されている。(上
p.32)

○「いきものずかん」
や「あきのおもちゃず
かん」「クイズ」な
ど、児童の興味･関心
にあわせて、自ら調べ
ることができる工夫が
されている。(上
p.52,58-59,76-77)
○上巻も下巻もダイナ
ミックな活動写真が取
り入れてあり、子ども
の興味・関心を引き出
し、活動意欲を高める
工夫がされている。
(上p.44-45)

○「学びをふかめる」
コーナーでは、試行錯
誤の大切さや疑問に
思ったことを尋ねに行
く場面を掲載してあ
り、学びを深めること
ができる工夫がみられ
る。(下p.50,75)
○校外学習の場面で
は、幼児、高齢者、外
国人など様々な他者と
協働して一緒に思いや
願いを実現する活動が
掲載されている。(上
p.42)

○上下巻とも最後に
「かつどうべんりて
ちょう」が掲載されて
おり、観察の仕方や道
具の使い方など繰り返
し見返し、参考にする
ことができる。(上
p.113,下p.103)
○国語や算数で学習し
たことを生かす場面が
示してあり、他教科と
のつながりを意識する
ことができるよう工夫
されている。(下
p.15,51)

○板書例や活動例が示
され、教員向けに授業
づくりのヒントが掲載
されている。また、随
所に二次元コードが掲
載されデジタルコンテ
ンツが活用できる。
(上p.85,下p.82)
○育成を目指す資質・
能力を端的な表現と
マークで明示し、教師
が指導と評価の一体化
を意識できるように配
慮されている。(下
p.10)

○大判の教科書で、写
真やイラスト、文字が
分かりやすくなってい
る。文章は短く端的に
書いてある。(上p.52-
53)
○低学年の発達の段階
を考慮し、児童が学ん
だことを表現する場面
で、多様な表現方法が
掲載され、二年間で
徐々に活動の質が高ま
るよう配慮されてい
る。(上p.21,49,下
p.98)

B

○「きもちマーク」に
記入することにより、
子ども自身が心の動き
を表現することがで
き、満足感、成就感、
自信ややりがいを感じ
ることができるように
工夫されている。(上
p.3,17)
○二次元コードで、昆
虫の動画や遊び方の例
などが多く示してあ
り、必要に応じて情報
を得られるようになっ
ている。(下p.34)

○人との関わりを中心
に春と秋の町たんけん
が繋がるような単元構
成になっている。さら
に、相手意識をもた
せ、表現活動に意欲的
に取り組むことができ
るようにしている。
(下p.58-79)
○見開きごとに、児童
が見通しをもって活動
に取り組むことができ
るよう具体例が示され
ている。(下p.96)

○「春見つけビンゴ
カード」は、教科書か
ら切り取って活用で
き、児童が興味をもっ
て春見つけを行うこと
ができるようにしてい
る。(下p.16-17)
○モノクロ写真を使用
し、想像する楽しさ、
実際の色を見て知る楽
しさを実感することを
とおして意欲的に活動
できるように工夫され
ている。(上p.82-83,
下p.22-23)

○日本各地の凧やおや
つを紹介することで、
自分たちが住んでる地
域の文化について、興
味・関心をもつことが
できるように工夫され
ている。(上p.77,107)
○観察カード等短い文
章から、手紙や振り返
りカード等長い文章を
示すことで、二年間を
通して、質や量が高ま
る工夫がされている。
(上p.37,下p.111)

○「がくしゅうどうぐ
ばこ」、「Webがく
しゅうどうぐばこ」を
掲載し、学び方や多く
の資料を紹介すること
で、学習に活用するこ
とができる。(上
p.130,下p.114)
○SDGsの目標をとりあ
げる等、自分たちにも
できることがあること
に気付かせ、考える
きっかけをつくる工夫
をしている。(下p.48-
51)

○低学年なりの探究の
プロセスが分かりやす
く表現され、活動の見
通しをもつことができ
るように工夫されてい
る。(上p.10-11,下
p.2-3)
○「きらきらことば」
や「せいかつことば」
が掲載してあると同時
に、言語活動例も示さ
れ、発達の段階に合わ
せた語彙の獲得に配慮
されている。(上p.7)

○教科書に直接書き込
めるように「～したい
な」「気持ちマーク」
などのコーナーを設け
て工夫し、児童の思い
を表現しやすくしてい
る。(上p.3,34)
○実生活で活用できる
よう語彙を増やす工夫
がされている。また、
手紙や振り返りカード
などの様々な表現活動
に生かす工夫がされて
いる。
(上p.123,下p.43)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（生活）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
1
4
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

D

○目次に月が示されて
いて、何月にどんな学
習をするのか見通しを
もつことができるよう
工夫されている。(上
下巻頭)
○家の仕事に挑戦しよ
うでは、教えてもらっ
たことをクラスの友達
に伝え、さらに一人で
頑張り気づいたことを
お手紙にするという一
連の流れが分かりやす
く記載されている。
(上p.96-100)

○「ものしりのうと」
や「ものしりずかん」
では、あさがおの様子
などが分かりやすく掲
載されている。また、
二次元コードから具体
的な資料がみられるよ
う工夫されている。
(上p.40,68)
○「まちたんけん」の
単元がまとめて掲載さ
れていて、見通しを
もって活動を計画する
ことができる。(下
p.4-35)

○たくさんできた種や
咲き終わった後のツル
をどうするのか、児童
の思考に合わせた表現
方法が掲載されてい
る。(上p.44-45)
○「生きものと友だ
ち」の単元では、イラ
ストの中にいる生き物
の名前をクイズ形式で
学ぶ仕掛けがあり、興
味・関心をもって学習
に取り組めるよう工夫
してある。(下p.76-
77)

○手作りおもちゃで遊
ぶ活動では、人と関わ
る場面を大切にした、
具体的な例が写真など
で示され、協働的な学
びにつながるよう工夫
されている。(下p.92-
95)
○季節の様子を感じる
とともに、地域の伝統
文化にふれ、自分たち
のふるさとのよさに気
付くことができるよう
配慮されている。(下
p.2-3)

○ダンゴムシの飼育・
観察の活動と体育を関
連させたり、たねをと
る活動と算数を関連さ
せたりする工夫がみら
れる。(上p.43,下
p.69)
○「もっと～したい
な」のコーナーでは、
専門家の話などを掲載
し、学習したことを生
かしながら、さらに発
展的な学習に取り組め
るよう工夫してある。
(下p.74-75)

○「作ってあそぼうう
ごくリサイクルおも
ちゃ」の単元では、廃
材を利用して作ること
ができるおもちゃが紹
介されている。(下
p.80-84)
○ページ見開きをひと
つの活動単位とし、願
いをもち→主体的・対
話的に活動→伝え合
い、振り返る学びのつ
ながりがわかるような
工夫がされている。
(上下巻)

○「学び方図かん」で
は、学ぶ力をつけるた
めの「わざ」として、
多くの例が紹介されて
おり、実際の場面で活
用できるよう工夫され
ている。(上p.125,下
p.113)
○上巻、下巻を通し
て、児童と一緒に成長
していくキャラクター
を活用し、友達や周り
と関わり合いながら変
容し、成長していく姿
を明確にしている。
(上下巻)

F

○「はじめのいっぽ」
では、幼児期の様子を
イラストで掲載し、こ
れまでの経験を児童が
想起できるとともに教
師が幼児期からの学び
の連続性を確認できる
工夫がされている。
(上p.4-9)
○単元の最後に自分の
考えやもっと知りたい
ことなどを書き込む
ページがあり、教科書
に自分の思いを記録す
ることができる。(下
p.46)

○各単元の始めのペー
ジに、全ての単元が書
かれており、今どの単
元を学習しているのか
が分かる工夫がされて
いる。(上p.24)
○見つける、比べる、
たとえる、試す、見通
す、工夫するなどの多
様な学習活動を「ひん
と」で示し、意欲的な
活動につながるような
工夫をしている。(上
p.27)

○二次元コードを読み
取ることで「でじたる
ずかん」を見ることが
できるようになってお
り、児童が調べたいこ
とを自分で調べる力を
育むことにつながる。
(上p.50-51)
○クイズを取り入れ
て、児童が興味・関心
をもって、楽しんで学
習に取り組めるように
工夫されている。(下
p.18-19)

○「かぞくにこにこ大
さくせん」では、様々
な家族形態が紹介され
ており、家族の多様化
について配慮されてい
る。(上p.82)
○「のはらのカレン
ダー」では、季節ごと
の植物や生き物を見開
きで確認できるよう工
夫されている。(上
p.106-107)

○上巻、下巻共に、巻
末に「学びのポケッ
ト」を掲載し、教科の
アイコンをつけて関連
付けながら、生活科で
身に付けたい知識や技
能の習得を促す配慮を
している。(上p.117,
下p.109)
○「はってん」コラム
で、他教科や中学年以
降の理科や社会科との
接続を図る工夫がみら
れる。(下p.9,31)

○各単元のとびらに
「わくわくスイッチ」
を設けて、思いや願い
を大切にして学習に向
かうための工夫をして
いる。(上p.11,下p.5)
○上巻、下巻共に、児
童の活動を広げること
ができるような教師の
吹き出しの言葉があ
り、児童の成長してい
く姿が表れている。
(上p.11,下p.5)

○６つの力「きづく～
じしんをもつ」がさい
ころに記載されてい
る。特に、最後の「つ
たえる」「じしんをも
つ」では、児童が学び
を振り返る工夫がされ
ている。(下p.14-15)
○「ぐんぐんはしご」
などで自己評価をし、
単元や学期ごとにまと
め、振り返ることで、
児童の意欲をより高め
る工夫がされている。
(上p.91-92)
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H

○栽培の単元では、鉢
選びや土づくりから始
まる活動例が示してあ
り、児童が主体的に活
動する姿が想定されて
いる。(上p.38-39)
○入学期の児童の発達
の特徴を考慮し、遊び
をはじめ、具体的な活
動や体験を中核にしな
がら、総合的に展開で
きるように配慮してい
る。(上p.7-10)

○ヤギや大豆など、地
域に関わりの深い動物
や植物との継続的な関
わりを通して、それら
にかかわる様々な体験
を重視している。(下
p.28-29)
○季節ごとに「いつも
の場所」が見開きで掲
載されており、季節に
よる動植物の変化や生
活の様子などを捉えら
れるよう工夫されてい
る。(上p.26-31)

○各単元の扉ページ
いっぱいに、単元を象
徴する写真や挿絵を掲
載して、活動への触発
と期待感を高める工夫
がされている。(上
p.68-69)
○学校探検のページで
は、それぞれの場所の
名前を書かないで、自
分で調べたり、見つけ
たりしたくなる工夫が
されている。(上p.16)

○「わたしたちがすむ
町」の単元では、公民
館での様子をとりあ
げ、自分と地域の方と
のふれあいを感じさせ
ることができるよう工
夫されている。(下
p.20)
○日本の伝統文化を挿
絵を用いて紹介するこ
とで、季節や行事の特
徴をより感じることが
できるよう工夫されて
いる。(下p.80-81)

○「きせつのぎょう
じ」のページがあり、
その季節の行事を感じ
ることができる。ま
た、関係のある歌も記
載されており、音楽と
の関連が図られてい
る。(上p.34)
○地域の材料を生かし
ながら活動すること
で、身近な自然を意識
することができるよう
配慮されている。(下
p.12-13)

○上巻から下巻と二年
間を通して、動物との
継続的な関わりを大切
にしながら、命の大切
さを考える工夫がされ
ている。(上p.44,74,
下p.28,44)
○活動内容や季節に応
じた健康で安全な生活
を送るための注意喚起
を児童にわかりやすく
随所に示している。
(上p.57)
〇縦書きで表記されて
いる。

○児童の思いが作文や
詩で掲載されており、
豊かな表現にふれるこ
とができ、児童の実態
に応じて学びを深める
ことができる配慮がな
されている。(下p.32-
33)
○児童の生活に寄り
添った時系列による構
成になっている。一つ
一つの単元が繋がって
いるように配慮されて
いる。(下p.60-61)

I

○幼児期からの円滑な
接続を図るために、お
話作りからスタートす
る内容となっている。
また、幼児期の終わり
までに育ってほしい10
の姿を掲載し、家庭と
の連携に活用すること
ができるようになって
いる。(上p.16-17)
○単元の終わりに
「もっとやってみよ
う」のコーナーがあ
り、児童が学習したこ
とをもとに学びを深め
る工夫がされている。
(上p.29)

○ページの右下に「ふ
りかえろう」のコー
ナーがあり、その活動
で身につけたい資質･
能力が示されている。
(上p.22-23)
○単元扉のページは、
児童の豊かな表情が大
きく写真で掲載されて
おり、児童が思いや願
いをもつことができる
よう工夫されている。
(上p.30-31,下p.6-7)

○「こんなこともある
かもね」では、多様な
考えがイラストで示さ
れており、児童が互い
の考えを許容しあい、
笑顔になれる内容と
なっている。(上p.37)
○ICTの活用の仕方を
紹介しながら、興味・
関心をもって活動に意
欲的に関わることがで
きるよう工夫されてい
る。(上p.35,下p.91)

○各単元の最後に振り
返る場面を設け、今の
気持ちを書いたり、手
紙を書いたりする活動
を取り入れ、自分の気
持ちを書き表す力を高
める工夫がされている
(上p.74)
○「はなやくさであそ
ぼう」の活動の場面に
は、「どうすればもっ
とうまくできるだろ
う」として考え方のヒ
ントを提示している。
(上p.46)

○単元の終末には、
「楽しい毎日につなげ
よう」として、学んだ
ことを生活に生かそう
とする意識をもたせる
工夫がされている。
(下p.43)
○「ひろがるせいかつ
じてん」には、単元に
即した内容のみなら
ず、汎用的な資料も掲
載されており、日常に
広く活用することがで
きる。(上下巻末)

○取り外し可能な「ひ
ろがるせいかつじて
ん」「きせつのなかま
たち」がついており、
汚れにくく、野外での
活動に適した工夫がさ
れている。(上巻末)
○ヨシタケシンスケ氏
の絵と言葉から、児童
の興味・関心をかき立
てるよう工夫されてい
る。

○児童の活動例として
掲載されている写真で
は、対話をしている場
面が多く、対話を通し
て気付きを深めること
を促す工夫がされてい
る。(下p.31)
○小単元ごとに学習展
開が一目でわかる構成
になっていて、児童が
意欲をもって、学びを
深め、振り返り、次へ
繋がる学びの工夫がさ
れている。(上p.22-
23)
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K

○「がっこうだいすき
いちねんせい」では、
幼児期の生活を思い出
しながら、安心して小
学校生活を送ることが
できるよう工夫されて
いる。 (上巻巻頭)
○「あきあそびをたの
しもう」では、場づく
りやどんなおもちゃを
作っているかについ
て、児童が取り組みや
すいよう見開きで示さ
れている。 (上p76-
77)

○ページの端には
「もっとなかよくなり
たいな」などの言葉が
書いてあり、児童の気
付きや思いが次の活動
につながるように工夫
されている。 (上
p.57)
○「できるかな　でき
たかな？」では育てた
い資質・能力の３つの
柱が整理してあり、指
導や評価の手がかりと
なるよう構成されてい
る。 (上p.13)

○豊かな表現力や、基
礎的な知識・技能を身
につけるため、「びっ
くりずかん」「がく
しゅうずかん」「デジ
タルたんけんブック」
の３つの図鑑を掲載し
ている。
○表紙や単元ごとに、
二次元コードが掲載さ
れ、クイズや動画を見
ることができ、児童が
自分で必要な情報を得
ることができるよう工
夫されている。 (下
p.72-73)

○家庭でも生活科の学
習に取り組めるような
ワークシートが紹介し
てあり、児童が主体的
に学ぶことができる工
夫がされている。 (上
p.48)
○命の大切さを感じる
ことができる挿絵を掲
載し、自分の身の回り
には、たくさんの命が
あることに気付くこと
ができるよう配慮され
ている。 (上p.62-63,
下p.26-27)

○作文を書いたり、身
体表現をしたりして、
他教科との連携を図る
ことで、指導の効果が
高まる工夫がされてい
る。 (上p.60)
○生き物の育て方につ
いて、外来種を飼う時
に気をつける事をSDGs
も関連させて記載し、
自然環境や生態系保全
に気づかせる工夫がさ
れている。 (下p.57)

○一年間の振り返りが
写真を使ったすごろく
で掲載されており、自
分のこととして振り返
りやすい。 (上p.110-
111)
○下巻の巻末の「ス
テップブック」では、
幼児期や生活科で培っ
た資質・能力を自覚す
るとともに、３年生へ
の期待感を高め、自信
と期待をもって進級す
ることができるよう工
夫されている。

○板書事項や机の配置
などが挿絵によって示
されており、授業者が
授業のイメージをつか
めるように配慮されて
いる。 (上p.112-113)
○学びの連続性を大切
にし、単元の導入、主
な活動、振り返りを
「わくわく、いきい
き、ぐんぐん」という
児童に分かりやすい言
葉の３段構成で示して
いる。 (上p.4-13)
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F

○「スキルアップ」や
「めざせ楽き名人」で
は、常時活動で継続的
に即興的な表現や楽器
の演奏技能を身に付け
られるよう工夫されて
いる。(2年p.6-7，28-
29)
○諸外国に伝わる音
楽、様々なジャンルの
楽曲から教材が選択さ
れており、児童が楽し
んで学習に取り組むこ
とができるよう工夫さ
れている。

○見開き毎に、左に題
材名とめあて、右上に
音楽を形づくっている
要素が「音楽のもと」
という言葉で示され、
児童が学びのポイント
を意識して活動できる
よう工夫されている。
(2年p.8-9)
○「学習マップ」や
「学びナビ」により、
見通しをもって主体的
に学んだり、学びを深
めたりできるよう配慮
されている。(4年p.4)

○「まなびナビ」に、
思考力、判断力、表現
力の育成につながる発
問例が掲載されてお
り、児童の気づきや思
いを引き出す工夫がな
されている。(3年
p.40-43)
○「まなびリンク」で
は、演奏と楽譜が連動
した動画や作者のメッ
セージを視聴すること
ができ、児童の興味・
関心を高めるよう工夫
されている。(3年
p.34-35)

○巻末では、学年に合
わせた編成で「音楽の
おくりもの」と「さん
ぽ」が全学年に掲載さ
れ、一体感や楽しさを
味わえる工夫がなされ
ている。(1年p.67,6年
p.71)
○巻末に「音楽を表す
いろいろな言葉」が掲
載され、児童が知覚・
感受したことをメモで
増やすなど言語化、活
用のための工夫がされ
ている。(5年p.80)

○「ショートタイム
ラーニング」では、歌
を通して算数や外国語
に親しむ活動が設けら
れ、教科横断的な学習
ができるよう工夫され
ている。(3年p.73)
○わらべうたや季節の
うたを多数掲載し、日
本文化を大切にし、生
活の中で音楽を楽しむ
ことができるよう工夫
されている。(1年
p.14-15,巻末)

○「『音楽のもと』ま
とめ」や学習内容が図
やイラストで示され、
視覚的に理解するため
の工夫がされている。
(4年p.78)
○リコーダー運指表
が、折り込まれてい
る。また、実寸に近い
鍵盤ハーモニカの写真
が掲載されており、児
童が個別最適かつ着実
に技能を習得できるよ
う配慮されている。(1
年p.34-39,4年p.81)

○歌詞の内容に合わせ
た美しい写真が、大き
な紙面で掲載されてい
る。児童が情景をイ
メージし、感動をもっ
て学習しやすい工夫が
されている。(5年
p.10-11)
○音楽づくりの内容が
充実している。また、
「もっとあそぼう」で
は音楽を発展させる例
が示され、児童が創造
性を発揮できるよう工
夫されている。(6年
p.36-37)

G

○「そだてよう」で
は、常時活動の例が示
され、様々な音楽活動
につながる力を育てる
よう工夫されている。
(1年p.14-15,40)
○題材のねらいに沿っ
て歌唱、器楽、音楽づ
くり、鑑賞の教材がバ
ランスよく配置される
とともに、参考曲が示
され、児童の実態に合
わせて活用できるよう
配慮されている。(3年
p.52-59)

○「見つける」「かん
がえる」「うたう」活
動とともに振り返りの
視点が示され、見通し
をもって学習ができる
配慮がなされている。
(2年p.10-11)
○歌唱領域について、
児童の発達の段階に合
わせ、交互唱、輪唱か
ら二部合唱へといった
段階を踏んだ学習構成
がなされている。(1年
p.47,2年p.25,4年
p.38-46)

○二次元コードによ
り、音楽づくりを試行
錯誤して進めたり、他
サイトの資料を読んだ
りすることができ、個
別最適で深い学びとな
るよう工夫されてい
る。(6年p.15,30-31)
○子どもとナビゲー
ターの親しみやすい
キャラクターが登場
し、児童が音楽の喜び
や楽しさを感じ取るこ
とができるデザインの
工夫がなされている。

○地域の文化や芸能に
ついて、子ども達が
「石見神楽」に取り組
む様子が掲載されてお
り、児童が地域の文化
や芸能に興味・関心を
もち、身近に感じる工
夫がなされている。(4
年裏表紙)
○巻末には、歌唱曲、
合奏曲、鑑賞資料が掲
載されており、実態に
合わせて活用できるよ
う配慮されている。(2
年p.72-77)

○身のまわりの音や鳴
き声をつかってあそぶ
活動を通して、音その
ものへの興味・関心を
高める工夫がなされて
いる。(1年p.32-33,2
年28-29)
○音や音楽に関わるコ
ラムなどを設け、音楽
に関わる権利「著作
権」について学習し、
自分の日々の生活に生
かすことができるよう
配慮されている。(6年
p.24-25)

○現在活躍している音
楽家の、小学生時代の
エピソードや児童への
メッセージが掲載され
ている。音楽家を身近
に感じ、自らの音楽活
動に生かすための工夫
がなされている。(3年
-6年口絵)
○「君が代」では、国
歌を大切にすることや
他国の国歌を尊重する
観点でのコラムがあ
り、国際理解につなが
るよう配慮されてい
る。(5年p.86-87)

○音楽を形づくってい
る要素を中心として、
歌唱、器楽、音楽づく
り、鑑賞の学習が関連
しあえる題材構成がな
され、学びのつながり
や積み重ねの配慮がな
されている。(4年
p.30-37)
○学習活動のヒントや
ポイントを、キャラク
ターが示し、児童の主
体的、対話的な学びを
促す工夫がなされてい
る。(5年p.30-33)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（音楽）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
1
8
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

C

○目次の横にその活動
が写真と共に掲載さ
れ、児童が題材のイ
メージをもちやすい工
夫がなされている。
(全学年)
○掲載されている作品
に番号が振ってあり、
どの作品を見たらよい
か、示しやすいよう工
夫されている。(全学
年)

○使った材料が次の活
動で生かせる題材配列
になっており、材料を
多面的・多角的に捉
え、有効活用できるよ
う構成されている。
(1･2上p.16-19)
○巻末の「タブレット
たんまつを使おう」で
は全学年を通して、主
な使用方法を挙げて、
具体的な活動と結びつ
けながら解説してい
る。(1･2上p.63)

○二次元コードから
ワークシート等を利用
することで、書きなが
ら思考を整理すること
や、学習評価に活用で
きる。(5･6下p.10)
○地域や生活の中のデ
ザインなど、図工の発
展的な活用が紹介され
ており、授業で学んだ
ことが身近に感じられ
るような内容になって
いる。(5･6上p36-
37,5･6下p.48-49)

○出雲市の「一式かざ
り」が掲載され島根県
の伝統文化に着目でき
る。(5･6上p.57)
○学習が身近なSDGｓ
を意識して設定されて
おり、活動や材料など
の有効活用につながっ
ている。(5･6上p.34-
35)

○各教科書巻頭や「未
来へつながる図画工
作」には生活と図画工
作での学びのつながり
が職業を通じて分かり
やすく示されている。
(5･6下p.66-69)
○他教科での知識が作
品制作により発展的な
活動として深まるよう
な題材がある。(3･4上
p.36-37,3･4下p.52-
53)

○工作の動き方につい
て、紙面で端的に示す
とともに、より具体的
にイメージがもてるよ
う動画でも示されてい
る。(1･2下p.36-37)
○写真や文字が大き
く、どんな活動を行え
ばよいか見通しがもち
やすい。(3･4上
p.22,5･6下p.52-53)

○育成する資質・能力
をキャラクターで表
し、重点とするめあて
を下線で強調するな
ど、児童も指導者にも
授業のゴールを意識し
やすい構成となってい
る。(1･2上p.4-7)
○制作の流れ等が二次
元コードで児童が見た
いときに自由に確認で
きたり、指導者が活用
できるコンテンツの工
夫があったりする。
(3･4下p.42-43)

L

○題材が見開きで構成
され、左上に題材名と
導入の言葉、学習のめ
あてがまとまりで示さ
れ、制作過程の様子か
ら学習や児童の思考の
流れがわかりやすく示
されている。(全学年)
○１･２年上には、幼
保小のスムーズな接続
を意識した、文字の量
や図・写真の提示の工
夫がなされている。

○インクルーシブ教育
の視点を踏まえ、「感
じて考えて」のよう
に、多様な材料や用具
に触れ、五感を通して
味わい、イメージを広
げる題材が掲載されて
いる。(5･6下p.52-53)
○「使って楽しい焼き
物」では、土を焼成し
て表す経験ができるよ
う題材が提示されてい
る。(5･6下p.28-29)

○題材ごとに二次元
コードにより、全国の
児童の作品例、つぶや
きや工夫、360°から
鑑賞できる作品が掲載
されている。
○「図画工作をもっと
楽しむためのページ」
には、題材や活動と関
連した資料が充実し、
新たな見方や考え方が
広がる手立てにつな
がっている。(3･4上
p.24-29)

○県内美術館の作品
や、自然の色として浜
田市、隠岐の島町の土
が掲載され、美術館へ
の興味や郷土への関心
につなげることができ
る。(3･4上p.24)
○安全面での配慮だけ
でなく、授業実施上必
要となるマナー等の記
載がある。(1･2下
p.25,3･4上p.63)

○各教科とのかかわり
がページ右下に「つな
がる学び」として掲載
されている。
○新たな発想を広げる
手立てとして、思考を
整理し表現につなげる
思考ツールやICTを用
いた方法が提示されて
いる。(5･6上p.32-
33,54-55,5･6下p.26-
27)

○家庭と連携しながら
進められるよう、資
質･能力等について
「保護者の方へ」の
メッセージが掲載され
ている。(各教科書巻
頭記載)
○全ての巻末にアート
カードの実践例が掲載
されており、対話を通
した鑑賞活動が手軽に
できる。

○掲載されている写真
はいずれも授業場面で
あり、指導者が作品だ
けでなく児童の視点が
どこに向けられている
かを見ることで、児童
の思考にも着目できる
よう工夫されている。
(1･2上p.34-35,3･4上
p.16-17)
○デジタルコンテンツ
の充実が図られ、児童
も教師も簡単にICT活
用ができるような工夫
から児童の興味・関心
を高める内容となって
いる。(5･6上p.12-13,
5･6上p.54-55)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（図画工作）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
1
9
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○各題材で「活動」の
内容を順番に行うこと
で、問題解決的な学習
がスムーズに進められ
るように工夫されてい
る。
○「いつも確かめよ
う」に基礎的な技術を
まとめ、デジタルコン
テンツで児童自身が必
要に応じて確認できる
よう工夫されている。
(p.30-31)

○「話し合おう」や
「深めよう」では、デ
ジタルコンテンツを活
用し、対話的な学びに
つながるよう工夫され
ている。(p.44,52)
○小題材ごとの「めあ
て」「振り返り」「で
きたかな？」、見開き
１ページの「成長の記
録」などで児童自身で
学習の振り返りができ
るよう工夫されてい
る。(p.6,7,17)

○紙面の下部に「メ
モ」や「ふり返ろ
う」、「安全のための
注意事項」などを示
し、主体的な学びを促
すよう工夫されてい
る。
○デジタルコンテンツ
内に「思考ツール」を
示し、考えを可視化し
主体的に学習に取り組
めるよう工夫されてい
る。(p.37)

○巻頭に衛生・安全を
特集した「いつも確か
めよう」があり、学び
のはじめに調理実習や
製作実習等の際の衛
生・安全の確認ができ
るよう配慮されてい
る。(p.8-11)
○夏休み前には、「夏
休みわくわくチャレン
ジ！」が設定してあ
り、学習したことを家
庭で実践できるよう工
夫されている。(p.35)

○中学校技術・家庭
(家庭分野)や他教科と
関連のある学習内容を
「関連マーク」で示
し、関連付けや見通し
がもてるよう工夫され
ている。(p.39,113)
○「物を生かして住み
やすく」では、下級生
へ掃除の仕方を伝える
活動が示され、学んだ
ことを身近な学校生活
で生かせるよう工夫さ
れている。(p.61)

○関連する内容を５年
と６年でできるだけ同
時期に配置してあり、
複式の指導に配慮して
ある。(p.1)
○５年の早い段階で、
SDGsについての特設
ページがあり、児童が
家庭科の学習を進める
にあたって、SDGsの視
点をもてるよう工夫さ
れている。(p.43)

○各題材が「見つめよ
う」「計画しよう・実
践しよう」「生活に生
かそう・新しい課題を
見つけよう」の流れで
構成されており、問題
解決的な学習が進めら
れるように工夫されて
いる。(p.4)
○「生活を変えるチャ
ンス！」では、実践へ
の意欲がもて、生活と
つながるよう工夫され
ている。(p.65-
67,121,134)

C

○全題材の導入に学習
のめあて、マイめあ
て、ステップ１～３を
示し、学習の見通しが
立てやすいよう工夫さ
れている。
○製作の活用例や作品
例が多数掲載され、児
童の実態に応じた学び
ができるよう工夫され
ている。(p.26,44-
47,114-116)

○意見交換や発表の活
動の場面が随所に示さ
れ、デジタルコンテン
ツの書き込みカードを
使用することで対話的
な学びにつながるよう
工夫されている。
(p.33)
○５年で11題材と細か
く区切り、スモールス
テップで反復学習がで
きるよう設定されてお
り、基礎的な学習内容
の定着が図られるよう
工夫されている。
(p.5)

○紙面の下部にその
ページの内容に関連し
た「豆知識」を示し、
主体的な学びを促すよ
う工夫されている。
○デジタルコンテンツ
内に触って動かす「動
作コンテンツ」を示
し、主体的に学習に取
り組めるよう工夫され
ている。(p.19)

○特設ページ「安全と
衛生に気をつけて実習
しよう」は、実習の流
れに沿って示してあ
り、実習や製作の安全
指導がしやすく配慮さ
れている。(p.142)
○家族・家庭分野のス
テップ３「生かす・深
める」で、「生活の見
方・考え方」の４つの
視点で実践例を示し、
家庭で実践しやすいよ
う工夫されている。
(p.36)

○小学校で学んだ学習
を振り返り、中学校の
学習に生かせるように
中学校の学習内容が写
真やイラストでわかり
やすくまとめられてい
る。(p.136-137)
○「できるよ家庭の仕
事」では、家庭で取り
組んだ仕事を記録する
活動が示され、学んだ
ことを身近な家庭生活
で生かすよう工夫され
ている。(p.36)

○題材が細かく区切ら
れ組み換えがしやす
く、地域や学校の実態
に応じた指導に配慮さ
れている。(p.4)
○「キャリアでつな
ぐ、持続可能な未来」
では、実践者をとりあ
げ、SDGsへの理解へつ
ながるよう工夫されて
いる。(p.138-139)

○全体を通して「気づ
く・見つける」「わか
る・できる」「生か
す・深める」のステッ
プで学習が進められる
よう設定されており、
問題解決的な学習に取
り組めるように工夫さ
れている。(p.6-7)
○「生活の課題と実せ
ん」の取組を５つのス
テップや具体例を示す
ことで、取り組みやす
いよう工夫されてい
る。(p.37,80-83)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（家庭）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
0
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○自分の考えや気づき
を記入するノート欄が
多くあり、参加型の学
習になる工夫がされて
いる。
○目次ページに、健康
について今の自分の考
えや様子を記入する欄
があり、一年後や卒業
時に振り返ることで自
分の考えの変化をみる
ことができるように
なっている。
(3･4年p.3)

○全ての章が４つのス
テップ(気づく・見つ
ける→調べる・解決す
る→深める・伝える→
まとめる・生かす)で
構成され、児童が学習
を進める中で考えを
もったり整理したりし
やすい構成となってい
る。
○３年生の健康への導
入で、七夕の短冊を使
用しており、「けんこ
う」というワードを身
近に感じられる工夫が
されている。(3･4年
p.6,7)

○実験や資料の欄に、
写真が記載されており
興味をもちやすい工夫
がされている。(3･4年
p.20,22)
○各章ともデジタルコ
ンテンツが数多く設定
されており、学びを広
げたり深めたりしやす
いよう工夫されてい
る。

○性の構成要素である
４つを示し、性の多様
性を表現している。
(3･4年p.38)
○各章の最初のページ
にSDGsの主な目標が示
されており、学習を多
様な視点から考えたり
捉えたりできるように
なっている。(3･4年
p.6,26,5･6年
p.4,20,44)

○「飲酒の害と健康」
では、20歳になった自
分にメッセージを書く
ことで、学びを自分事
として捉える工夫がさ
れている。
(5･6年p.67)
○犯罪被害の防止のま
とめとして、学級活動
や総合の時間を利用し
て、自分達の地域に目
を向け「安全マップ」
を作ろうという提案が
されている。(5･6年
p.35)

○どの章でも「まとめ
る・生かす」場面で、
自分の生活を振り返る
記述欄が設けられてい
て既習事項を活用して
これからの自分につい
て考える工夫がされて
いる。
○教科書の記述を補う
「言葉の解説」が適切
に配置されている。
(3･4年p.35,41)

○自分の考えや気づき
を記入するノート欄が
多くあり、参加型の学
習になる工夫がされて
いる。
○全ての章が４つのス
テップ(気づく・見つ
ける→調べる・解決す
る→深める・伝える→
まとめる・生かす)で
構成され、児童が学習
を進める中で考えを
もったり整理したりし
やすい構成となってい
る。

B

○１単位時間見開き２
ページを基本とした、
統一されたレイアウト
や、文字のサイズ、折
りこみカードなど、学
習への集中を高める工
夫がされている。
○「ここで学ぶこと」
で本時のめあてがはっ
きりと示され、児童の
学習に対する構えがで
きるよう工夫されてい
る。

○「けんこうな生活」
では、毎日の生活を振
り返り、チェックする
ことで、より自分事と
して考えやすくなるよ
うに工夫されている。
(3･4年p.12,13)
○章の始めに「学習
ゲーム」を掲載し、そ
れを通して学習の課題
に気付いたり、学習へ
の興味・関心を高めた
りできるよう工夫され
ている。

○夢を叶えるために＝
健康という考え方を著
名なスポーツ選手を通
して関心をもたせる工
夫をしている。(5･6年
p.7)
○「体の発育・発達」
では、自分の手形を書
き写したり、身長の伸
びをグラフで表したり
することで成長への興
味・関心が高められる
よう工夫されている。
(3･4年p.25-27)

○「体の発育・発達」
では、子どもの成長を
祝う行事について紹介
し、自分を大切にする
気持ちが高められるよ
う工夫されている。
(3･4年p.38)
○「けがの防止」で
は、実際にあった地震
によるブロック塀の事
故と同じ状況のイラス
トについて話し合う学
習が設定され、身近な
問題として考えられる
よう工夫されている。
(5･6年p.34)

○家庭や地域で取り組
むとよい活動に「いえ
で」マークや「ちいき
で」マークを付け、学
んだことを家庭や地域
でも活かせるよう工夫
されている。(3･4年
p.40)
○「もっと知りたい」
「ミニちしき」「はっ
てん」等の資料を多く
掲載し、学習内容に関
連した学びを広げ、深
められるよう工夫され
ている。

○各単元の最後にある
学年のまとめは、既習
事項が活用がしやすく
なるように振り返りや
表示、記述方法が工夫
されている。
○「すいみんと成長ホ
ルモン」の図が１日の
流れで分かりやすく示
してあり、なぜ早く寝
るとよいのか理解で
き、自分の睡眠を改善
しやすくするよう工夫
されている。(3･4年
p.40)

○１単位時間見開き２
ページを基本とした、
統一されたレイアウト
や、文字のサイズ、折
りこみカードなど、学
習への集中を高める工
夫がされている。
○章の始めに「学習
ゲーム」を掲載し、そ
れを通して学習の課題
に気付いたり、学習へ
の興味・関心を高めた
りできるよう工夫され
ている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（保健）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
1
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

M

○毎時間の導入におい
て、保健の見方・考え
方を働かせる「課題を
つかもう」が設定され
ており、身近な生活の
中から課題を発見でき
るよう工夫されてい
る。(5･6年p.24,25)
○図が大きくシンプル
で分かりやすく示され
ている。また説明が簡
潔なため、読解が苦手
な児童や中学年の児童
にとっても、見やすく
学びやすい。

○自分の考えと友達の
考えを比較しながら学
習の振り返りをするこ
とで、より広く深い学
びになるよう工夫され
ている。(3･4年p.29,
5･6年p.49,59,67)
○学習の流れをステッ
プ①→②→③の構成で
統一することで、児童
にとっても教師にとっ
ても安心して学習(指
導)が進められるよう
工夫されている。

○各章の導入において
著名人のインタビュー
を取り入れ、児童が興
味・関心をもって学び
のスタートが切れるよ
う工夫してある。
○各小単元に、デジタ
ルコンテンツとして
「ほけんクイズ」が設
定されており、児童が
ゲーム感覚で楽しみな
がら学習できるよう工
夫されている。

○「体の成長」では個
人差を強調してとりあ
げており、児童が感じ
る不安に対して配慮が
なされている。
(3･4年p.30-37)
○「地域の保健活動」
では地域で発行される
広報誌をとりあげるこ
とで、自分たちの地域
に目を向けやすい構成
となっている。
(5･6年p.71)

○上手な歯みがきのポ
イントの中に、歯間を
磨くうえで効果的なデ
ンタルフロスがとりあ
げられている。(5･6年
p.60)
○児童の健康や安全に
関わる今日的課題が多
くとりあげられてお
り、自主学習への活用
等が期待できる。
(5･6年p.42,54,69)

○見出しや説明なども
含め全ての文章が文節
で改行されていること
に加え、人物イラスト
の表情が豊かで、児童
にとって内容を読み取
りやすくなっている。
○不安や悩みを和らげ
る方法についてとりあ
げる中で、「ストレ
ス」という言葉につい
ても詳しく紹介してい
る。(5･6年p.21)

○児童の健康や安全に
関わる今日的課題が多
くとりあげられている
とともに、新しい言葉
を多くとりあげること
により、時代を反映し
た内容になっている。
○自分の考えと友達の
考えを比較しながら学
習の振り返りをするこ
とで、より広く深い学
びになるよう工夫され
ている。(3･4年p.29,
5･6年p.49,59,67)

N

○「体のよりよい発
育・発達と生活のしか
た」では三大栄養素を
「赤色の食品、黄色の
食品、緑色の食品」で
表し、中学年でも理解
しやすいよう工夫され
ている。(3･4年p.34)
○変化していく身長や
体重の伸びが０才児か
らのものが使われてい
て、これからどうなっ
ていくのかグラフ(成
長曲線)で分かりやす
く示されている。(3･4
年p.22)

○「病気の予防」で
は、児童にとって最も
身近で、取組の結果が
表れやすい「歯の健
康」を４ページにわ
たってとりあげ、資料
も豊富に準備されてい
る。(5･6年p.61-64)
○「心の発達」では感
情・社会性・思考力の
３つの要素が成長とと
もにどう変化していく
のかが図で表されてお
り理解しやすい。(5･6
年p.4,5)

○今までの自分と比べ
る写真が掲載され成長
の様子についての興味
がもてるよう工夫され
ている。(3･4年p.23)
○「毎日の生活とけん
こう」では、１日の生
活リズムについて、
「けんこう」「ふけん
こう」を明記して例示
することで、児童が健
康と生活リズムのつな
がりを意識しやすくな
るよう工夫されてい
る。(3･4年p.8)

○「けがの防止」で
は、地域での安全を小
単元として独立させ、
自分たちの住む地域に
ついて考えられるよう
工夫されている。(5･6
年p.32-37)
○自助、共助、公助を
とりあげ、自分たちの
地域において減災のた
めに何をすべきか、
チェックリストを活用
して考えられるように
なっている。(5･6年
p.42-43)

○各章の最後に「わた
しの◯◯宣言」(自分
の宣言を書くページ)
が設けられており、学
習の最後に生活実践に
向けて意識できるよう
工夫されている。
○手の汚れだけでなく
足の裏の汗や汚れ、靴
下とハンカチの汚れに
も着目し、清潔にする
べき場所について工夫
されている。(3･4年
p.11-13)

○「交通事故の防止」
について、各都道府県
の交通事故の死者数、
負傷者数を紹介するこ
とで、自県の実態を
知ったり、他県と比較
したりできるように工
夫されている。(5･6年
p.26)
○「もっと考えよう
課」では、世界各国の
刑を記載するなど薬物
の危険性や乱用防止に
ついて考えるための工
夫がされている。(5･6
年p.77)

○授業で学びが完結す
るのではなく、学びを
生活とどう結びつける
のか、またその後の生
活にどう活かすのかを
意識した構成となって
いる。
○全国の交通事故の死
者数、負傷者数や、一
日当たりの犯罪被害の
数など、自分たちの地
域に目を向けるための
資料が多く掲載されて
いる。(5･6年p.26)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫
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O

○身長の伸び表が縦に
書かれていて計算しや
すいよう工夫されてい
る。(3･4年p.25)
○心の健康で人との接
し方がとりあげられ、
気持ちを大切にしたコ
ミュニケーションや人
との距離感について詳
しく書かれている。
(5･6年p.18-19)

○各章の最初に、学習
内容と身近な生活をつ
なぐ漫画を掲載し、学
習の必要感がもてるよ
うに工夫されている。
○「さらに広げよう深
めよう」で自転車の安
全や車の特徴について
とりあげられ動画でも
見ることができるよう
工夫されている。(5･6
年p.28,29)

○最初のページに著名
な作家と、スポーツ選
手等の健康についての
コメントを掲載し、児
童の健康への興味を引
くよう工夫がされてい
る。
○スポーツ障害として
児童がなりやすい２つ
を例としてとりあげて
いる。(3･4年p.38)

○実生活において、自
分の生活を振り返るた
めに、スクリーンタイ
ムと運動・睡眠時間と
の関係が示されてい
る。(3･4年p.15)
○性に関しての悩みや
ホットラインが電話番
号だけでなく、より細
かく記載されている。
(3･4年p.33)

○手の洗い方で洗い残
しの多い場所や、爪の
生え際などにも着目し
ている。また、よりよ
い換気の仕方で換気の
ポイントが図で分かり
やすく説明してある。
(3･4年p.20)
○「病気の予防」で
は、新型コロナウイル
ス感染症をとりあげ、
既習事項を使って予防
できることなどを紹介
し、実生活に生かせる
ように工夫している。
(5･6年p.46)

○最近よく使われてい
る言葉(すいみんの質)
の解説などを取り入れ
ている。(3･4年p.39)
○章の終わりに学習の
まとめのページを設け
ており、易しい選択問
題や思考を助けるヒン
トの提示など、考えを
もちやすくなるように
工夫されている。

○「さらに広げよう
深めよう」として、学
習内容のまとまりごと
に豊富な資料を掲げ、
学びを広げ、深めるよ
う配慮されている。
○各章の最初に、学習
内容と身近な生活をつ
なぐ漫画を掲載し、学
習の必要感をもてるよ
うに工夫されている。

P

○悩みの対処法やリ
ラックスの方法につい
て４ページにわたって
とりあげている。具体
的な記述が多く、児童
にとって取り組みやす
い内容になっている。
(5･6年p.20-23)
○１単位時間４ページ
の基本構成とし、３つ
のピースを完成させる
という流れにより見通
しをもって学習ができ
るように配慮されてい
る。

○毎時間の流れを統一
し、「個人思考」「集
団での思考」「学びの
活用」を繰り返すこと
で、思考力、判断力、
表現力を着実に身に付
けることができるよう
工夫されている。
○「体の発育・発達」
のデジタルコンテンツ
では、数値を入力する
だけでグラフが完成す
るなど作業が簡略化さ
れ、思考の時間が確保
されている。(3･4年
p.29)

○「体の発育・発達」
では、身長の伸びを紙
テープを切って貼るこ
とにより、楽しみなが
ら成長や変化が実感で
きるよう工夫されてい
る。(3･4年p.44)
○各章の最初に、学習
の目標や、学習内容と
関連した疑問が示され
ており、見通しや考え
をもって学習に入るこ
とができるよう工夫さ
れている。

○「ほけんのはこ」で
は、学習内容に関わる
様々な資料を提示し、
より学びを広げたり深
めたりすることにつな
げている。(5･6年
p.11)
○振り返りシートの中
に「もっと学習したい
こと」を書く欄が設け
てあり、児童が学びを
生活に生かしたり結び
つけたりして考えられ
るようになっている。

○各章の振り返り場面
では、「誰かに伝えた
いと思ったこと」を書
く欄が設定されてい
る。(3･4年p.26,46,
5･6年p.24,48,84)
○各章のとびらのペー
ジ「つなぐ」では、学
習内容と関連の深い職
業を紹介し、インタ
ビューを掲載するな
ど、キャリア教育の視
点とつなぐ工夫がされ
ている。

○ほぼ全ての小単元に
「話合い」場面が設定
されており、対話的･
協働的な学びへのつな
がりを意識した構成と
なっている。
◯「かがくの目」とし
て、実験の場面や写真
を通して「見えないも
のを見える化」し、科
学的な理解に結びつけ
る工夫がされている。

○毎時間の流れを統一
し、「個人思考」「集
団での思考」「学びの
活用」を繰り返すこと
で、思考力、判断力、
表現力を着実に身に付
けることができるよう
工夫されている。
○「もっと学習したい
こと」「誰かに伝えた
いと思ったこと」を書
き込む欄が設定されて
おり、学びを実生活に
生かす視点が盛り込ま
れている。
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　１　内容、程度、
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　６　その他

A

〇５年生のテーマは
「日本でつながるわた
したち」、６年生の
テーマは「世界とつな
がるわたしたち」と
なっており、発達の段
階に応じた広がりのあ
るテーマ設定となって
いる。
〇各学年の教科書の総
ページ数及びUnit数
は、５・６年ともに８

Unit 96ページであ
る。

○Our Goalの映像を
単元導入時に見ること
で、クラス全体で単元
の見通しをもちなが
ら、児童が学習に取り
組めるように配慮され
ている。(5年p.8)
〇ページ下にSmall
talk, Sounds and
Lettersを設けて、帯
活動につなげたり、関
連するページを探した
りしやすいよう工夫さ
れている。
(5年p.9)

○「カタカナ英語」や
「産地調べ」等、児童
の興味・関心を引くト
ピックや目的・場面・
状況を伴った言語活動
が設定されている。
(5年p.41,6年p.48)
〇写真やイラストが多
用されており、児童が
トピックについて興味
をもったり、場面を想
起したりしやすいよう
工夫されている。
(6年p.38-39)

○Unitごとに書く活

動Sounds and Letters
のページがあり、表現
力を系統的・計画的に
身に付けることができ
るよう工夫されてい
る。
○Enjoy
Communicationでは

Your Goalに向けて、
既習表現を確認し、そ
れらをもとにスモール
ステップで会話の内容
を広げられるよう工夫
されている。(5年
p.12-13)

○身近なことから日本
の紹介へと視野が広が
るよう「自分のこと→
身近な地域→日本のこ
と」というように単元
構成が工夫されてい
る。(5年p.4)
○総合的な学習の時間
で扱われる「環境問
題」と関連した内容が
とりあげられ、主体的
な学びができるよう工
夫されている。
(6年p.60-65)

〇二次元コードから
Digital Mapへアクセ
スでき、日本や世界の
名所や名物を調べた
り、紹介する活動で使
用したりすることがで
きるよう工夫されてい
る。(5年p.76,6年
p.40)
〇適切な学習評価のた
めに、各単元の誌面を
ポートフォリオとして
活用できるよう工夫さ
れている。
(5年p.10-13)

○見通しをもって学習
が進められるよう、ス
モールステップの単元
構成となっており、児
童も指導者も学習の流
れがよくわかるよう工
夫されている。
(5年p.8-13,6年p.6-
11)
○アプローチを変えな
がら、スパイラルに活
動が配置されており、
確実な言語材料の定着
を図ることができる構
成となっている。

C

○各学年巻末折込に
は、単元ごとの
「CAN-DOチェッ
ク」が示されており、
各単元で身に付けるべ
き英語表現や技能につ
いて見通しをもった
り、自己評価したりで
きるよう工夫されてい
る。
(各学年p.128)
○各学年の教科書の総
ページ数及びLesson
数は、５・６年ともに
８ Lesson 128ページ
である。

○見開きごとに「学習
のめあて」が明示され
ており、子どもと指導
者がめざす姿を共有し
ながら、学習に取り組
むことができるよう工
夫されている。
〇Let’s Checkでは何
が身についたか、何が
できるようになったか
をペーパーテストとパ
フォーマンステストの
両方で確かめることが
できるよう工夫されて
いる。(各学年3回分)

○Let’s Watch and
ThinkやWord Box等
児童が自らの課題に応
じて学習できるよう、
デジタルコンテンツが
充実した内容となって
いる。
〇「サイモン・セズ・
ゲーム」や「ジェス
チャーゲーム」など児
童の興味・関心を引く
ゲームが複数示されて
いる。
(6年p.36,p.98)

○Sounds and Letters
では、英語を書くペー
ジがまとめてあること
により、児童が学びの
連続性を感じることが
できるように工夫され
ている。
(5年p.112-119,6年
p.112-119)
○Let’s Watch and
Thinkでは世界の子ど
もの生活や文化などを
紹介し、異文化への理
解を深め、自他を尊重
する態度を養えるよう
工夫されている。
(6年p.20)

○SDGs、「伝統・文
化」、「防災・安全」
など社会的な課題を題
材に盛り込むことで、
子どもの視野を広げる
とともに、持続可能な
社会の担い手育成が意
図されている。
○評価領域・観点、他
教科や教育課程との関
連について単元冒頭に
記載されている。
(5年p.15,6年p.15)

○別冊Word bookが学
年ごとについており、
各学年で学習する英単
語や表現がまとめられ
て、話したり書いたり
する際に役立つ内容と
なっている。
○各学年で学んだ表現
についてまとめられて
おり、児童が学習を振
り返りやすいよう工夫
されている。
(巻末)

○「３・４年で学習し
たこと」と「５年で学
習したこと」や「授業
で使える20の表現」が
まとめられており、学
習の連続性が感じられ
るよう工夫されてい
る。(5・6年p.8-11)
〇聞くことから話すこ
と、そして読むこと書
くことの順に活動が並
べられ、スモールス
テップを意図した構成
となっている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（外国語）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
4
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

E

〇教科書の総ページ数
及びLesson数は、
５・６年ともに７
Lesson112ページであ
る。
○教科書全体が３つの
Unitでまとめられて

おり、各Unitは自ら
のゴールを設定する
HOP、 語句や表現を

身につけるSTEP、ま
とめの言語活動をおこ
なうJUMPで構成さ

れ、HOP、STEPで習

得した内容をJUMPの
活動で生かす構成と
なっている。

○JUMPにおいては学
習段階が見開きで示さ
れ、児童が目標を定
め、どのように学習を
進めたらよいかがわか
りやすく示されてい
る。(5年p.34-35,6年
p.34-35)
○各Lessonは、Part
ごとにめあてが示さ
れ、Let’s Watchから

Let’s Read ＆Writeが
基本構成となってお
り、インプットの活動
から文字を読む、書く
活動へと学習が段階的
に高まるよう工夫され
ている。

○小単元の最初の見開
きページのイラストに
英単語が記載され、児
童の文字への関心を高
められるよう工夫され
ている。
(5年p.64-65)
○Hello ,World!では
世界の祭りやスポー
ツ、文化など様々な話
題をとりあげ、世界へ
の興味・関心がもてる
よう工夫されている。
(5年p.50-51,6年p.20-
21)

○各学年の巻末、「英
語でこんなことができ
た！」では、簡易的な
CAN-DOリストが示
され、具体的にその学
年で身に付けた内容が
振り返られるよう工夫
されている。
(全学年p.110)
○ABC Fun Boxで
は、アルファベットの
大・小文字やLesson
を通して慣れ親しんだ
語句を扱い、スモール
ステップで文字を習得
できるよう工夫されて
いる。(5年p.62)

○活動を動画に記録し
て、後でお互いに見合
うなどの例が示されて
おり、児童のICT活用
を促し、より豊かにコ
ミュニケーションが図
れるよう工夫されてい
る。
(5年p.81,6年p.41)
○国語、社会、算数、
プログラミング等他教
科等と連携した様々な
題材・活動やSDGsな
ど今日的な課題につい
て示されている。
(5年p.106-107,6年
p.96-97)

○Hello, World!で
は、日本に目を向けた
り異文化に触れたりす
ることができるよう配
慮されている。
(5年p.50,92,6年
p.20,62,92)
○「世界のおはなし」
では、児童がよく知っ
ている物語をとりあげ
ることで負担感を軽減
し、達成感を感じられ
るよう工夫されてい
る。
(5年p.39,79,109,6年
p.39,79,107)

○見通しをもって学習
が進められるよう、ス
モールステップの単元
構成となっており、児
童も指導者も学習の流
れがよくわかるよう工
夫されている。
(5年p.8-13,6年p.6-
11)
○アプローチを変えな
がら、スパイラルに活
動が配置されており、
確実な言語材料の定着
を図ることができる構
成となっている。

F

○各学年の教科書の総
ページ数及びLesson
数は、５年９Lesson
116ページ、６年８
Lesson108ページであ
る。
○教科書冒頭には、学
びの見通しが立てやす
いロードマップがあ
り、中学年から高学年
そして、中学校への学
びの連続性を自覚でき
るつくりになってい
る。

○｢することができ
る」という内容を動物
を通して考える工夫が
されており、児童が考
えやすい構成になって
いる。(5年p.55)
○Lessonごとに、目
指す姿、振り返りを記
入する欄が設けられて
おり、学習にどう取り
組み、どのような力を
身につけたいかイメー
ジをもちながら学習に
取り組めるよう工夫さ
れている。

○写真や児童にとって
なじみ深いキャラク
ターや有名人が用いら
れており、児童の意欲
を高めたり、具体的に
イメージをもたせたり
することができるよう
工夫されている。(5年
p.20,25,33,56,99)
○活動シール、カー
ド、ワークシートなど
巻末教材が充実してお
り、児童の表現意欲を
引き出すことができる
よう工夫されている。
(5,6年巻末)

○「知らない英語の言
葉に出会ったら」 で
は、和英辞典の使い方
が紹介されており、発
展的な学習につながる
よう工夫されている。
(6年p.99)
○既習内容を振り返る
Let’s Start Together
やアルファベットの学
習に関する点つなぎな
ど、文字や音声に少し
ずつ慣れ親しみ、ス
テップアップできるよ
う工夫されている。
(5年p.6-11,28,6年
p.6-9)

○災害時の対応に関す
る表現が紹介されてお
り、 実生活につなげ
た練習ができるよう工
夫されている。(5年
p.40)
○Let’s Look at the
Worldでは、アメリカ
の手話を扱っており、
コミュニケーションの
手段は多様であること
に気づけるよう工夫さ
れている。
(5年p.87)

○日本の名所・名物を
示した地図が折り込み
で入っており、見やす
いよう工夫されてい
る。(5年p.66-69)
○Let’s Singの音声や

Let’s Watchの動画
等、児童が自らの課題
に応じて自分のペース
で学習できるようにデ
ジタルコンテンツを充
実させている。(6年
p.70,72)

○ゴールの活動にワー
クシートを使用するこ
とで、児童が自分の学
びを実感でき、達成感
と表現意欲を高められ
るよう工夫されてい
る。(6年巻末)
○インクルーシブ教育
を意図した登場人物や
題材が扱われている。
(5,6年表紙, 6年p.10-
11)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（外国語）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
5
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

I

○「５(６)年生ででき
るようになること」で
は、領域ごとに学習し
たことが確認できるよ
う工夫されている。
(全学年p.8-9)
○各学年の教科書の総
ページ数及びUnit数
は、それぞれ８
Unit110ページであ
る。

○ページの下部にある
「発音」では、発音の
ポイントを分かりやす
く示している。
(5年p.72)
○各Unitは見開きご
とに１単位時間の授業
内容が示されている。
活動を順に進めること
で、学習が高まる構成
になっている。
(6年p.14-21)

○児童に親しみのある
イラストが描かれた
り、場面設定が日本語
で説明されたりするな
ど、児童の興味・関心
が高まるよう工夫され
ている。
(5年p.54)
○You can do it!では

Unitで学んできた表
現を中心に「やりと
り」や「発表」による
記録に残す評価を行う
ことができるよう工夫
されている。(6年
p.42-43)

○「言葉について考え
よう」では、異文化に
対する理解を深めた
り、自分の思いをより
伝えられるようにする
ための工夫を考えたり
するなど、コミュニ
ケーション能力の育成
が強く意図された内容
となっている。(6年
p.30,60,82)
○言語活動例のplus
Oneでは、既習表現を
活用し、会話を続ける
アイディアが示されて
いる。(6年p.79)

○環境問題や他教科と
の関連を図った単元を
設定している。理科で
学ぶ食物連鎖の知識を
ヒントに考えられるよ
う工夫されている。
(6年p.55-59)
○日本語と英語の違い
に気付くために、身近
な語彙を題材に気づき
が引き出されるよう工
夫されている。(5年
p.66)

○「ICTを活用しよ
う」では、１人１台端
末を用いた活動例が多
く示されており、コ
ミュニケーション能力
を高める工夫がなされ
ている。(5年p.89,6年
p.61)
○巻末にPicture
Dictionaryが付けられ
ている。言いたい言葉
を探したり、教科書の
四線に書き写したりす
る際に活用できる工夫
がなされている。

○単元の最初のページ
に、最終ゴールとそれ
ぞれの時間の主活動が
明記され、各単元の見
通しがもてるよう工夫
されている。(5年
p.81)
○互いの考えや気持ち
を伝え合う言語活動が
設定され、相手を意識
したやり取りができる
よう配慮されている。
(6年p.81)

K

〇活動が精選されてお
り、１単元時間の内容
が余裕をもって指導で
きる分量となってい
る。
○各学年の教科書の総
ページ数及びUnit数
は、それぞれ８
Unit132ページであ
る。

○Say and Writeで
は、書き方のコツが示
され、児童がコツを意
識して書くことができ
るよう工夫されてい
る。
(6年p.13)
○学習の見通しがもて
るよう、各Unitの始

めにGOALとSTEPの
めあてが提示されてい
る。

○児童にとって身近な
有名人をとりあげるこ
とで、興味・関心を高
められるよう工夫され
ている。(6年p.60-61)
○Did you know?やDid
you know?プラスでは
異文化情報などを扱
い、児童の興味・関心
を高められるよう工夫
されている。
(5年p.40,44)

○Challengeでは、ユ
ニットで学んだことを
生かした発展的な課題
があり、児童が主体的
に学びに向かえるよう
工夫されている。(5年
p.43)
○Watch the Sceneや
Introductionでは映像
やイラストを手がかり
に推測して考えられる
よう工夫されている。
(5年p.32-33)

○道案内の活動で、地
図記号が用いられた地
図を扱うことにより、
社会科で学習した内容
との関連がもてるよう
配慮されている。
(5年p.82-85)
○毎単元末のLook
Backでは、できるよ
うになったことだけで
なく、実際のどんな場
面で使いたいか考え、
学習したことを実生活
に生かすことができる
よう工夫されている。
(5年p.86)

○ページ番号に英語が
併記されており、文字
とのつながりが意識で
きるよう工夫されてい
る。
○英語を書く四線の幅
が等間隔に近づけてあ
り、中学校への接続が
スムーズになるよう工
夫されている。

○文字の名前読みと形
を識別して書くことを
学び、音読みについて
学べるよう、各単元の
最後にLet’s Read and
Writeが設定されてい
る。
○家庭で学習ができる
よう、各ページにデジ
タルコンテンツが数多
く用意されている。
(5年p.13,6年p.41)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（外国語）　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
6
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

A

○「はしのうえのおお
かみ」では道徳的価値
に迫る場面でイメージ
がしやすいようなイラ
ストや写真が掲示して
ある。また価値を押し
つけるような表現を避
け、文章が精選されて
いる。(1年p.34)
○「見えた答案」で
は、人物の心情を説明
する文言が削減され、
児童の多様な考え方を
引き出せるように配慮
されている。
(5年p.19)

○各学年とも、いじめ
防止にかかわる内容が
「いじめ」「いのち」
「じぶん」という３つ
のユニットで構成され
ており、繰り返しいじ
めの防止について考え
ることができるように
工夫されている。(3年
p.37,67,129)
○「日ごろの気持ちを
つたえよう」では、絵
を選んで実際に手紙を
書く活動を通して価値
にせまることができる
よう工夫されている。
(4年p.69)

○低学年の教材を中心
に大判の写真やパズル
等児童の興味を引くよ
うな教材を扱ってい
る。(1年p.46,82)
○朗読や字幕付きスラ
イドショー、デジタル
ノートが利用できる二
次元コードが全教材に
ついており、児童の関
心を高めるよう工夫さ
れている。

○「愛華さんからの
メッセージ」では、島
根県出身の児童が書い
た本をとりあげ、島根
の児童の興味を高めて
いる。(6年p.104)
○高学年の「いじめ」
について考えようで
は、法律や条約を提示
し、児童の見方や考え
方を広げるよう配慮さ
れている。(6年p.36)

○「ふっかちゃんの町
じまん」では日本各地
のキャラクターも紹介
されており、自分の県
に興味をもち、社会科
等と関連させて学習で
きるよう工夫されてい
る。(3年p.20)
○教材末に「つなが
る・広がる」として、
他教科と関連付け発展
的な学びを促す工夫が
ある。(3年p.14)

○思考ツールの紹介の
ほか、４年生以上には
心情円が付属してお
り、考えを可視化する
ことで、児童が多様な
考え方があることに気
づくための配慮があ
る。
(6年p.193)

○いじめ防止にかかわ
る内容が「いじめ」
「いのち」「じぶん」
の観点ごとのユニット
で構成されている。各
ユニットを１年間の適
時に配当し、いじめ防
止について多面的に繰
り返し考えられるよう
に工夫されている。
(3年p.37,67,129)
○教材末に「つなが
る・広がる」を配置
し、他教科と関連付け
発展的な学びを促す工
夫がある。(6年p.24)

F

○内容項目を充足する
本教材30本の他、５本
の補充教材が掲載され
ており、学校独自のカ
リキュラムが作れるよ
う工夫されている。
○高学年の教材に出て
くる難しい言葉の多く
について、直接教材文
の下に目立つように注
釈を設けてあり、内容
理解がしやすいよう配
慮されている。
(6年p.8)

○教材末の学習の手引
きには、場面発問と
テーマ発問の二つの発
問が示されており、児
童が多面的・多角的に
考えられるように工夫
されている。
(6年p.20)
○各学年とも役割演技
や動作化に取り組むよ
うに投げかけたり、自
分だったらどうするか
と問いかけたりと、課
題について自分事とし
て考えられるよう工夫
されている。
(2年p.39,56)

○今話題の人物などを
とりあげ、児童の興
味・関心を高めるよう
工夫されている。特に
高学年で７～９人の人
物をとりあげ、生き方
から学ぶことができる
よう工夫されている。
○５・６年の教材に
は、写真やグラフ、図
表などを多く使い、興
味・関心を高めるよう
工夫されている。
(5年p.107,112,6年
p.139)

○各学年に「モラルス
キルトレーニング」を
取り入れた教材が設定
されており、体験を通
して人としての行動に
ついて考えを深められ
るよう工夫されてい
る。(6年p.80)
○低学年の巻末には
「みにつけようれい
ぎ・マナー」の資料が
掲載されており、身に
つけていきたいよりよ
いふるまいについて紹
介されている。
(1年p.150,2年p.148)

○各学年で重点テーマ
を設定し、「教材＋コ
ラム」の構成をユニッ
ト化し、学びを広げる
ことができるようにし
ている。
(4年p.20,24)
○高学年教材では、
LGBTQについて考える
きっかけとなりうる教
材を配しており、偏見
をもたず差別をしない
心の育成に配慮がされ
ている。(6年p.50)

○巻末の「学習をふり
返ろう」「一年間の学
習をふり返ろう」の
ページは、切り離せる
ようになっており、学
期ごとの評価、一年間
の評価に活用できるよ
う工夫されている。
(4年巻末p.1)

○低学年の巻末には
「みにつけようれい
ぎ・マナー」の資料が
掲載されており、身に
つけていきたいよりよ
いふるまいについて紹
介されている。
(1年p.150,2年p.148)
○学習の手引きに、場
面発問とテーマ発問が
提示されたり、役割演
技や動作化の活動を多
く取り入れたりと、多
面的・多角的に考える
ための工夫がされてい
る。(5年p.93)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

（特別の教科道徳）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

－
2
7
－



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

I

○「学びの道具箱」で
発達の段階に応じた対
話や思考の整理の方法
を紹介するとともに、
それらを活用した学び
が提示され、児童が多
面的・多角的に思考し
たり対話したりできる
ように工夫されてい
る。
(3年p.172,6年p.204)
○巻頭で道徳の学びの
全体像をイラストで示
し、一年間の学びの見
通しや関心をもたせて
いる。(3年p.4)

○「心をかよわそう」
などのページがあり、
話合いの仕方や友達と
の接し方を学べるよう
工夫されている。
(2年p.34,6年p.78)
○段階的に話合いの力
を育んでいけるよう、
対話スキルを高める活
動に繰り返し取り組む
ように構成され、高学
年では対話をもとに納
得解を見いだす経験が
できるように工夫され
た教材が掲載されてい
る。
(5年p.164,6年p.171)

○全学年で美しく迫力
のある挿絵や写真を用
いた教材や漫画形式の
教材が掲載され、視覚
的に関心を喚起するよ
う工夫されている。
(2年p.118,4年p.142)
○「夢を実現するため
には」では、夢を叶え
た野球選手が夢の実現
のためにしたことを具
体的に掲載し、児童も
共感的に学習できるよ
う工夫されている。
(5年p.16)

○日本語に不慣れな児
童の支援となるよう、
「学校で使う日本語」
を文字と音声で確認で
きるデジタルコンテン
ツが利用できるように
なっている。
○３年以上の巻末に、
日本各地の伝統文化や
地域の活動が紹介さ
れ、自分の住む地域の
よさを追究しようとす
る発展的な学びの助け
として活用できるよう
になっている。
(3年p.174)

○情報モラル等に関す
るコラムには「家の人
といっしょに考えてほ
しいこと」のマーク、
環境や共生を扱ったコ
ラムには「夏休み・冬
休みに調べてみよう」
のコーナーがあり、家
庭・地域での自主的な
学びにつなげる工夫が
ある。(4年p.65,86)
○「わたしたちの校
歌」では、音楽や国語
など、他教科につなげ
ることができるよう工
夫されている。
(4年p.88)

○全学年を通して「な
んだろうなんだろう」
という見開きのページ
を設け、発達の段階に
合わせたテーマで考え
を深めることができる
よう工夫されている。
(2年p.86)

○思考ツールや対話ス
キルを活用すること
で、多面的・多角的に
考え、協働して問題解
決に取り組めるように
工夫されている。
(2年p.58,4年p.180)
○迫力があり美しい写
真や挿絵をダイナミッ
クに配し、児童の関心
を高めたり、感性に訴
えたりする効果を生み
出すよう工夫されてい
る。
(3年p.38,5年p.63)

L

○必ず見開きで始まる
ように教材が配置さ
れ、教材の内容に集中
しやすいよう配慮され
ている。(4年p.148)
○標準の35時間分の教
材に加え、付録として
３～４教材が収められ
ており、児童の実態に
合わせ入れ替えて指導
できるように工夫され
ている。

○教材名の後に、リー
ド文と登場人物が示さ
れており、教材内容の
理解を助け、関心を高
められるように配慮さ
れている。(2年p.38)
○複数教材で「ぐっと
深める」が設定され、
問題解決的な学習や体
験的な学習、また様々
な手法を取り入れた展
開が例示され、自分の
考えを深めたり話し
合ったりする学習活動
が示唆されている。
(1年p.70)

○デジタルコンテンツ
によって、話合い、役
割演技や体験、書くこ
とについて、具体例を
示した動画を視聴する
ことができ、「考え、
議論する道徳」が視覚
的に捉えられるよう工
夫されている。
○「のび太に学ぼう」
では、児童に親しみの
あるキャラクターのす
てきな面をみることで
自己の生き方を考える
ことができるよう工夫
されている。(5年p.6)

○３年の「心のベン
チ」の「地いきを語ろ
う」では、６つの視点
で地域を見つめ素敵な
ところを見いだす活動
が提示されており、ふ
るさとのよさに目を向
けられるように工夫さ
れている。
(3年p.149)
○いじめを間接的に
扱った教材と直接的に
扱った教材を組み合わ
せたいじめ防止ユニッ
ト「人との関わり」が
各学年で３つ配置され
ている。(3年目次)

○各学年の「心のベン
チ」のコーナーには、
本教材とは異なった角
度から問題を考える素
材が例示され、児童の
見方、考え方を広げる
ことができるように配
慮されている。
(5年p.140)
○巻末「見つけた！こ
こにもどうとく」に
は、各学年で扱った内
容項目と関連する写真
が提示され、道徳科で
学んだことを身近な生
活とつなげて考えられ
るよう配慮されてい
る。(2年p.166)

○「道徳ノート」が別
冊としてついている。
題材ごとに自分の感じ
たことや考えたことを
自由に記述できるよう
に配慮されている。

○コラム「心のベン
チ」は、教材で示され
る主題などをより多面
的・多角的に考えるこ
とができるよう工夫さ
れており、実生活や他
教科との関連も考慮さ
れている。(2年p.134)
○付属の道徳ノート
は、題材ごとに自分の
考えや友達の意見、考
えを整理した図など、
考えを深めたりまとめ
たりするために自由に
使えるよう工夫されて
いる。
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

O

○巻頭のオリエンテー
ションでは、見通しを
もって道徳を学べるよ
うに、問いを見つけ、
考えを深め、授業後に
広げていく一連の学習
の流れを紹介してい
る。(全学年p.2-9)
○標準の35時間(１年
は34時間)に加え、１
年は６本、２～６年は
５本の付録教材を掲載
し、児童の実態に合わ
せて入れ替えて指導で
きるように工夫されて
いる。

○「みんなのつくえ」
などでは、導入と終末
で同じ発問をすること
で、自己の考えの変化
に気づきやすくしてい
る。(5年p.26)
○「すてきなことば
『あふたあゆう』」
「一年生のお世話係-
アフター・ユー-」で
は、同じ活動について
視点を変えるととも
に、学年をまたいでと
りあげる構成になって
いる。
(1年p.76,6年p.10)

○一枚絵や大きな写
真、漫画、実話に基づ
く教材など、意欲・関
心を高める工夫がされ
ている。
(1年p.152,4年p.128)
○デジタルコンテンツ
では、関連資料や音
声、教材理解サポート
のための画像等の他
に、教材に登場する人
たちからのメッセージ
を視聴することがで
き、児童の関心を高め
るように工夫されてい
る。
(5年p.122)

○「シンボルマークに
こめられたものは」で
は、島根県の県章がと
りあげられ、地域への
関心を高めている。
(5年p.48)
○全学年の重点主題
「いじめを生まない
心」と「情報モラル」
について、各学年に応
じた内容で継続的に学
ぶことができるように
工夫されている。
(2年p.17-23)

○「へこんでも立ちな
おる」を全学年に設け
て、児童自身が自分の
心の力について考え、
自分の良さや可能性を
認識し、自己肯定感を
高める工夫がされてい
る。(2年p.104)
○各教材末の「ひろげ
よう」では、道徳科で
学んだことを他教科、
家庭や学校での生活、
地域社会へのつながり
をもたせ広げていくた
めのポイントを示して
いる。(3年p.13)

○巻末の自己評価シー
トは、低学年は顔の表
情で、３年以上は矢印
で自分の心の中を表現
し、２年以上はコメン
トも添えた記録を蓄積
していくことで、自分
の成長を実感し新たな
目標を見いだせるよう
配慮されている。(全
学年巻末)

○「へこんでも立ち直
る」を全学年に設け
て、児童自身が自分の
心の力について考え、
自分の良さや可能性を
認識し、自己肯定感を
高める工夫がされてい
る。(5年p.148)
○巻頭に「ゆたかな
心」が設置され、各学
年で「何を、どのよう
に学ぶのか」を明らか
にし、目的意識をもっ
て学習に取り組むこと
ができるように配慮さ
れている。
(全学年p.2-9)

P

○「いのち」を最重点
テーマとして全学年で
３教材を配置し、「い
のちのユニット」で複
数教材を組み合わせて
多面的・多角的に考え
させている。(5年
p.35)
○「森のみんなと」で
は、だれの言葉かがわ
かるようセリフの上に
登場人物の名前が書い
てあり、内容理解がし
やすいよう配慮されて
いる。(2年p.20)

○教材本文以前には、
キーフレーズのみが提
示され、児童が見いだ
した問いをもとに学習
できるように配慮され
ている。(5年p.72)
○教材末は、道徳的価
値について考える発問
や自己を振り返る発問
に絞って掲載されてお
り、授業時間や発達の
段階に合った適切な
数、内容となるよう配
慮されている。
(5年p.159)

○42人の人物をとりあ
げて様々な人物の生き
方に触れて興味・関心
を高めながら、自己を
深める構成にしてい
る。
○ユニット内に、次の
教材を紹介するキャラ
クターの提示があり、
テーマを意識して教材
に出会えるように工夫
されている。(5年
p.97)

○「いのち」「多様
性」「キャリア」の３
つのテーマのユニット
を配置して、多面的・
多角的に考えを深める
ことができるように工
夫されている。
(6年目次)
○「ないものはない」
では、島根県海士町を
教材としてとりあげ、
島根県のよさと関連付
けて学習できる内容と
なっている。
(4年p.76)

○「心のパスポート」
の特設ページでは、
様々な視点から、他教
科と関連する情報や実
生活と関連させて考え
を広げる工夫がされて
いる。(4年p.121)
○日本各地に関連のあ
る教材や資料では、写
真を多く取り入れて児
童の関心を高め、他教
科に関連させて学習で
きる内容となってい
る。(6年p.124)

○巻末には「つなげよ
う　広げよう」のペー
ジがあり、心に残った
話や出来事を振り返っ
たり、次の学年の自分
へメッセージを書いた
りできるようになって
いる。(3年p.156)

○主体的な学びを重視
し、紙面での発問やデ
ジタルコンテンツの内
容と量は、児童の思考
を狭めたり妨げたりし
ないように厳選し、適
切に配置するよう工夫
されている。(2年
p.119)
○最重要テーマとして
「いのち」を掲げ、
「生命尊重」以外にも
複数の内容項目の教材
を組み合わせたユニッ
トを設置し、生命の大
切さについて多面的・
多角的な思考を促して
いる。(6年目次)
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